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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が可能な遊技機であって、
　第１位置と第２位置との間で移動可能な可動体と、
　発光手段と、
　光が端面から入射されることにより演出表示を行うことが可能な導光板と、
　前記発光手段から入射された光を前記導光板に向けて出射する導光部材と、
　前記導光部材及び前記導光板が取付けられる被取付部と、
　を備え、
　前記導光板は、前記第２位置に位置する可動体を装飾する演出表示を行うことが可能で
あり、
　前記被取付部は、前記発光手段を有する発光基板を少なくとも含み、前記発光手段に対
する前記導光板の位置決め用のボスとして、第１位置決め用ボスと第２位置決め用ボスと
を含む複数の位置決め用ボスを有し、
　前記導光部材には、前記発光基板に設けられた挿入部に挿入可能な位置決め用ボスが突
出し、
　前記導光板は、前記第１位置決め用ボスが挿入可能な第１挿入部と、前記第２位置決め
用ボスが挿入可能な第２挿入部とを含む複数の挿入部を有し、
　前記第２位置決め用ボスと前記第２挿入部とは、前記導光板を前記被取付部に取付けた
状態において、前記第２位置決め用ボスと前記第２挿入部との間に生じる隙間が前記第１
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位置決め用ボスと前記第１挿入部との間に生じる隙間よりも大きく、前記端面に平行また
は略平行な特定方向への前記導光板の移動を許容する一方で該特定方向以外の方向への前
記導光板の移動を規制するように設けられ、
　前記複数の位置決め用ボスは、前記発光手段からの光が入射する前記導光板の前記端面
と反対側に設けられる第３位置決め用ボスを有し、
　前記複数の挿入部は、前記第３位置決め用ボスが挿入可能な第３挿入部を有し、
　前記第３位置決め用ボスと前記第３挿入部とは、前記導光板を前記被取付部に取付けた
状態において、前記導光板における前記第３位置決め用ボスの軸心に対し直交する全方向
への移動を許容する隙間が設けられる
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技が可能な遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一例であるパチンコ遊技機やスロットマシンにおいて、例えば、図柄の変動表
示や遊技に関連する演出画像を表示する表示装置とは別個に、光が端面から入射されるこ
とにより演出表示を行うことが可能な導光板を備えるものがある。
【０００３】
　この種の導光板を備える遊技機として、光が端面から入射されることにより演出表示を
行うことが可能な導光板と、発光手段から入射された光を導光板に向けて出射する導光部
材と、を備え、導光部材は、該導光部材の端部に形成された位置決め孔を被取付部に突出
するように形成された位置決め部に嵌合することにより被取付部に取付けるようにしたも
の等があった（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２２７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に記載の遊技機では、導光部材の端部が位置決めされているだけである
ため、発光手段と導光部材とに位置関係に誤差やずれが生じやすいという問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、導光部材を好適に取付けるこ
とができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、手段Ａの遊技機は、
　遊技が可能な遊技機であって、
　第１位置と第２位置との間で移動可能な可動体と、
　発光手段と、
　光が端面から入射されることにより演出表示を行うことが可能な導光板と、
　前記発光手段から入射された光を前記導光板に向けて出射する導光部材と、
　前記導光部材及び前記導光板が取付けられる被取付部と、
　を備え、
　前記導光板は、前記第２位置に位置する可動体を装飾する演出表示を行うことが可能で
あり、
　前記被取付部は、前記発光手段を有する発光基板を少なくとも含み、前記発光手段に対



(3) JP 6947568 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

する前記導光板の位置決め用のボスとして、第１位置決め用ボスと第２位置決め用ボスと
を含む複数の位置決め用ボスを有し、
　前記導光部材には、前記発光基板に設けられた挿入部に挿入可能な位置決め用ボスが突
出し、
　前記導光板は、前記第１位置決め用ボスが挿入可能な第１挿入部と、前記第２位置決め
用ボスが挿入可能な第２挿入部とを含む複数の挿入部を有し、
　前記第２位置決め用ボスと前記第２挿入部とは、前記導光板を前記被取付部に取付けた
状態において、前記第２位置決め用ボスと前記第２挿入部との間に生じる隙間が前記第１
位置決め用ボスと前記第１挿入部との間に生じる隙間よりも大きく、前記端面に平行また
は略平行な特定方向への前記導光板の移動を許容する一方で該特定方向以外の方向への前
記導光板の移動を規制するように設けられ、
　前記複数の位置決め用ボスは、前記発光手段からの光が入射する前記導光板の前記端面
と反対側に設けられる第３位置決め用ボスを有し、
　前記複数の挿入部は、前記第３位置決め用ボスが挿入可能な第３挿入部を有し、
　前記第３位置決め用ボスと前記第３挿入部とは、前記導光板を前記被取付部に取付けた
状態において、前記導光板における前記第３位置決め用ボスの軸心に対し直交する全方向
への移動を許容する隙間が設けられる
　ことを特徴としている。
　さらに、手段１の遊技機は、
　遊技が可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　発光手段（例えば、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２）と、
　光が端面（例えば、上端面５１１Ａ，５２１Ａ、左端面５１１Ｂ）から入射されること
により演出表示（発光表示）を行うことが可能な導光板（例えば、第１導光板５１１、第
２導光板５２１）と、
　前記発光手段から入射された光を前記導光板に向けて出射する導光部材（例えば、第１
集光レンズ５１４、第２集光レンズ５２４）と、
　前記導光部材が取付けられる被取付部（例えば、前保持部材５０３の背面及び第１導光
板ＬＥＤ基板５１３の背面、第２導光板ＬＥＤ基板５２３の前面及び後保持部材５０５の
前面）と、
　を備え、
　前記導光部材には、前記被取付部に取付けられた状態において該被取付部に設けられた
挿入部（例えば、位置決め孔５３０，５９４、位置決め孔５９５，５８０）に挿入可能な
位置決め用ボス（例えば、位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂ）が突出して設けられてい
る（図９、図１０、図２１（Ａ））
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、位置決め用ボスを挿入部に挿入することで導光部材の取付位置が決
定されるため、導光部材を好適に取付けることができる。
【０００８】
　手段２の遊技機は、手段１に記載の遊技機であって、
　前記位置決め用ボスは、内部に入射された光の反射に影響を与えにくい態様で設けられ
る（図１４参照）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、導光部材を好適に取付けることができる。
【０００９】
　手段３の遊技機は、手段１または２に記載の遊技機であって、
　前記発光手段は、第１発光手段（例えば、第１導光板ＬＥＤ５１７）と該第１発光手段
とは異なる第２発光手段（例えば、第１導光板ＬＥＤ５１２、第２導光板ＬＥＤ５２２）
とを有し、
　前記導光板は、前記第１発光手段から光が入射されることにより第１演出表示（例えば
、エフェクト画像）を表示可能であり、前記第２発光手段から光が入射されることにより
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前記第１演出表示よりも重要度が高い第２演出表示（例えば、「激熱！」なる文字）を表
示可能であり、
　前記第１挿入部と前記第２挿入部とは、前記第１挿入部と前記第２挿入部とを結ぶ直線
が前記第２発光手段からの光が入射される端面と平行または略平行となるように設けられ
ている（図２３、図２４）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、導光板の強度を適切に維持することができる。
【００１０】
　手段４の遊技機は、手段１～３のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記導光板を一面側と他面側とから挟み込むように取付位置に保持するための保持体（
例えば、前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５）を備え、
　前記保持体は、前記導光板を前記保持体により保持した状態において、前記導光部材の
移動を規制する規制部（例えば、レンズ用フック５３１，５６４、凸条５８１）を有する
（図６、図１０、図１２）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、導光部材を好適に取付けることができる。
【００１１】
　尚、本発明は、本発明の請求項に記載された発明特定事項のみを有するものであっても
良いし、本発明の請求項に記載された発明特定事項とともに該発明特定事項以外の構成を
有するものであっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】パチンコ遊技機を正面から見た正面図である。
【図２】遊技制御基板（主基板）の回路構成例を示すブロック図である。
【図３】（Ａ）は導光板装置を斜め前から見た状態を示す斜視図、（Ｂ）は導光板装置を
斜め後ろから見た状態を示す斜視図である。
【図４】導光板装置の構成を斜め前から見た状態を示す分解斜視図である。
【図５】導光板装置の構成を斜め後ろから見た状態を示す分解斜視図である。
【図６】前保持部材を斜め後ろから見た状態を示す斜視図である。
【図７】前保持部材に第１集光レンズ及び第１導光板を取付ける状態を示す要部拡大斜視
図である。
【図８】（Ａ）は前保持部材の左側辺部の上部を示す背面図、（Ｂ）は凹凸部と第１導光
板との間に生じる隙間を示す断面図である。
【図９】中保持部材の前面に対する第２導光板ＬＥＤ基板及び第２集光レンズの取付状態
を示す斜視図である。
【図１０】中保持部材の背面に対する第１導光板ＬＥＤ基板及び第１集光レンズの取付状
態を示す斜視図である。
【図１１】後保持部材を斜め前から見た状態を示す斜視図である。
【図１２】（Ａ）は凸条と第１集光レンズとの位置関係を示す概略図、（Ｂ）は（Ａ）の
Ｊ－Ｊ断面図である。
【図１３】（Ａ）は凸条と第１集光レンズとの位置関係を示す概略図、（Ｂ）は（Ａ）の
Ｋ－Ｋ断面図である。
【図１４】第１集光レンズ及び第２集光レンズを示す六面図である。
【図１５】（Ａ）は第２導光板、（Ｂ）は第１導光板を示す正面図である。
【図１６】導光板装置における各位置決め用ボスと各挿入部との配置位置を示す正面図で
ある。
【図１７】図１６のＡ－Ａ断面図である。
【図１８】（Ａ）は図１６のＢ－Ｂ断面図、（Ｂ）はＣ－Ｃ断面図である。
【図１９】（Ａ）は図１６のＤ－Ｄ断面図、（Ｂ）はＥ－Ｅ断面図である。
【図２０】（Ａ）は図１６のＦ－Ｆ断面図、（Ｂ）はＧ－Ｇ断面図である。
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【図２１】（Ａ）は図１６のＨ－Ｈ断面図、（Ｂ）はＩ－Ｉ断面図である。
【図２２】（Ａ）は第２導光板の通常時、（Ｂ）は第２導光板の熱膨張時の態様を示す正
面図である。
【図２３】Ａ）は第１導光板の通常時、（Ｂ）は第１導光板の熱膨張時の態様を示す正面
図である。
【図２４】（Ａ）は第２演出表示態様、（Ｂ）は第１演出表示態様を示す説明図である。
【図２５】（Ａ）はＬＥＤ、集光レンズ、導光板の導光態様を示す図、（Ｂ）は図２４（
Ａ）のＬ－Ｌ断面図である。
【図２６】（Ａ）は第１導光板及び第２導光板と前保持部材，中保持部材及び後保持部材
との位置関係を示す分解斜視図、（Ｂ）は第１導光板及び第２導光板と前保持部材，中保
持部材及び後保持部材との位置関係を示す概略縦断面図である。
【図２７】（Ａ）（Ｂ）は第２導光板と前保持部材及び中保持部材との位置関係を示す概
略図、（Ｃ）（Ｄ）は第１導光板と前保持部材、中保持部材及び後保持部材との位置関係
を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明に係る遊技機を実施するための形態を実施例に基づいて以下に説明する。
【実施例】
【００１４】
　まず、遊技機の一例であるパチンコ遊技機１の全体の構成について説明する。図１は、
パチンコ遊技機を正面から見た正面図である。図２は、主基板における回路構成の一例を
示すブロック図である。尚、以下において、図１の手前側をパチンコ遊技機１の前方（前
面、正面）側、奥側を背面（後方）側とし、パチンコ遊技機１を前面側から見たときの上
下左右方向を基準として説明する。尚、本実施例におけるパチンコ遊技機１の前面とは、
該パチンコ遊技機１にて遊技を行う遊技者と対向する対向面である。
【００１５】
　図１は、本実施例におけるパチンコ遊技機の正面図であり、主要部材の配置レイアウト
を示す。パチンコ遊技機（以下、遊技機と略記する場合がある）１は、大別して、遊技盤
面を構成する遊技盤（ゲージ盤）２と、遊技盤２を支持固定する遊技機用枠（台枠）３と
から構成されている。遊技盤２には、ガイドレール２ｂによって囲まれた正面視略円形状
の遊技領域１０が形成されている。この遊技領域１０には、遊技媒体としての遊技球が打
球発射装置（図示略）から発射されて打ち込まれる。また、遊技機用枠３には、ガラス窓
５０ａを有するガラス扉枠５０が左側辺を中心として回動可能に設けられ、該ガラス扉枠
５０により遊技領域１０を開閉できるようになっており、ガラス扉枠５０を閉鎖したとき
にガラス窓５０ａを通して遊技領域１０を透視できるようになっている。
【００１６】
　図１に示すように、遊技盤２は、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、メタクリル樹
脂等の透光性を有する合成樹脂材にて正面見略四角形状に形成され、前面である遊技盤面
に障害釘（図示略）やガイドレール２ｂ等が設けられた盤面板（図示略）と、該盤面板の
背面側に一体的に取付けられるスペーサ部材（図示略）と、から主に構成されている。尚
、遊技盤２はベニヤ板にて構成されていてもよい。
【００１７】
　遊技盤２の所定位置（図１に示す例では、遊技領域１０の右側下部位置）には、第１特
別図柄表示器４Ａと、第２特別図柄表示器４Ｂとが設けられている。第１特別図柄表示器
４Ａと第２特別図柄表示器４Ｂはそれぞれ、例えば７セグメントやドットマトリクスのＬ
ＥＤ（発光ダイオード）等から構成され、変動表示ゲームの一例となる特図ゲームにおい
て、各々を識別可能な複数種類の識別情報（特別識別情報）である特別図柄（「特図」と
もいう）が、変動可能に表示（変動表示または可変表示ともいう）される。以下では、第
１特別図柄表示器４Ａにおいて変動表示される特別図柄を「第１特図」ともいい、第２特
別図柄表示器４Ｂにおいて変動表示される特別図柄を「第２特図」ともいう。
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【００１８】
　遊技盤２における遊技領域１０の中央付近には、演出表示装置５が設けられている。演
出表示装置５は、例えばＬＣＤ（液晶表示装置）等から構成され、各種の演出画像を表示
する表示領域を形成している。演出表示装置５の表示領域では、特図ゲームにおける第１
特別図柄表示器４Ａによる第１特図の変動表示や第２特別図柄表示器４Ｂによる第２特図
の変動表示のそれぞれに対応して、例えば３つといった複数の変動表示部となる演出図柄
表示エリアにて、各々を識別可能な複数種類の識別情報（装飾識別情報）である演出図柄
が変動表示される。この演出図柄の変動表示も、変動表示ゲームに含まれる。
【００１９】
　このように、演出表示装置５の表示領域では、第１特別図柄表示器４Ａにおける第１特
図を用いた特図ゲーム、または、第２特別図柄表示器４Ｂにおける第２特図を用いた特図
ゲームと同期して、各々が識別可能な複数種類の演出図柄の変動表示を行い、変動表示結
果となる確定演出図柄（最終停止図柄）を導出表示する。
【００２０】
　演出表示装置５は、遊技盤２よりも背面側に配設され、該遊技盤２に形成された開口２
ｃを通して視認できるようになっている。尚、遊技盤２における開口２ｃには枠状のセン
ター飾り枠５１が設けられている。遊技盤２の背面と演出表示装置５との間には、後述す
る演出ユニット３００が設けられている。また、演出ユニット３００と遊技盤２の背面と
の間には後述する導光板装置５００が設けられており、遊技盤２における開口２ｃから後
述する第１導光板５１１、第２導光板５２１を透して演出ユニット３００の可動体３０１
及び演出表示装置５の表示画面を視認できるようになっている。
【００２１】
　演出表示装置５の表示領域の下部の左右２箇所には、第１保留記憶表示エリア５Ｄ、第
２保留記憶表示エリア５Ｕが設定されている。第１保留記憶表示エリア５Ｄ、第２保留記
憶表示エリア５Ｕでは、特図ゲームに対応した変動表示の保留記憶数（特図保留記憶数）
を特定可能に表示する保留記憶表示が行われる。
【００２２】
　ここで、特図ゲームに対応した変動表示の保留は、普通入賞球装置６Ａが形成する第１
始動入賞口や、普通可変入賞球装置６Ｂが形成する第２始動入賞口を、遊技球が通過（進
入）することによる始動入賞に基づいて発生する。すなわち、特図ゲームや演出図柄の変
動表示といった変動表示ゲームを実行するための始動条件（「実行条件」ともいう）は成
立したが、先に成立した開始条件に基づく変動表示ゲームが実行中であることやパチンコ
遊技機１が大当り遊技状態に制御されていることなどにより、変動表示ゲームの開始を許
容する開始条件が成立していないときに、成立した始動条件に対応する変動表示の保留が
行われる。
【００２３】
　第１特別図柄表示器４Ａ及び第２特別図柄表示器４Ｂの右方位置には、特図保留記憶数
を特定可能に表示するための第１保留表示器２５Ａと第２保留表示器２５Ｂとが設けられ
ている。第１保留表示器２５Ａは、第１特図保留記憶数を特定可能に表示し、第２保留表
示器２５Ｂは、第２特図保留記憶数を特定可能に表示する。
【００２４】
　演出表示装置５の下方には、普通入賞球装置６Ａが設けられ、演出表示装置５の右側下
方には、普通可変入賞球装置６Ｂが設けられている。普通入賞球装置６Ａは、例えば所定
の球受部材によって常に一定の開放状態に保たれる始動領域（第１始動領域）としての第
１始動入賞口を形成する。普通可変入賞球装置６Ｂは、図２に示す普通電動役物用となる
ソレノイド８１によって、遊技領域１０に突出する突出位置となる閉鎖状態と遊技領域１
０から退避する退避位置となる開放状態とに変化する可動板を有する普通電動役物を備え
、始動領域（第２始動領域）としての第２始動入賞口を形成する。
【００２５】
　第１始動入賞口を通過（進入）した遊技球が第１始動口スイッチ２２Ａによって検出さ
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れたことに基づき、所定個数（例えば３個）の遊技球が賞球として払い出され、第１特図
保留記憶数が所定の上限値（例えば「４」）以下であれば、第１始動条件が成立する。ま
た、第２始動入賞口を通過（進入）した遊技球が第２始動口スイッチ２２Ｂによって検出
されたことに基づき、所定個数（例えば３個）の遊技球が賞球として払い出され、第２特
図保留記憶数が所定の上限値（例えば「４」）以下であれば、第２始動条件が成立する。
【００２６】
　図１に示すように、普通入賞球装置６Ａの右方位置には、特別可変入賞球装置７が設け
られている。特別可変入賞球装置７は、図２に示す大入賞口扉用となるソレノイド８２に
よって開閉駆動される大入賞口扉によって開放状態と閉鎖状態とに変化する特定領域とし
ての大入賞口を形成する。このように、特定領域としての大入賞口は、遊技球が通過（進
入）しやすく遊技者にとって有利な開放状態と、遊技球が通過（進入）できない（または
通過（進入）しにくい）遊技者にとって不利な閉鎖状態とに変化する。
【００２７】
　大入賞口を通過（進入）した遊技球が図２に示すカウントスイッチ２３によって検出さ
れたことに基づき、所定個数（例えば１５個）の遊技球が賞球として払い出される。した
がって、特別可変入賞球装置７において大入賞口が開放状態となれば、その大入賞口に遊
技球が進入可能となり、遊技者にとって有利な第１の状態となる。その一方で、特別可変
入賞球装置７において大入賞口が閉鎖状態となれば、大入賞口に遊技球を通過（進入）さ
せて賞球を得ることが不可能または困難になり、遊技者にとって不利な第２の状態となる
。
【００２８】
　第２保留表示器２５Ｂの右方位置には、普通図柄表示器２０が設けられている。普通図
柄表示器２０の右方には、普図保留表示器２５Ｃが設けられている。普図保留表示器２５
Ｃは、例えば４個のＬＥＤを含んで構成され、通過ゲート４１を通過した有効通過球数と
しての普図保留記憶数を表示する。
【００２９】
　遊技盤２の表面には、上記の構成以外にも、遊技球の流下方向や速度を変化させる風車
及び多数の障害釘が設けられている。また、遊技領域１０の最下方には、いずれの入賞口
にも進入しなかった遊技球が取り込まれるアウト口が設けられている。遊技機用枠３の左
右上部位置には、効果音等を再生出力するためのスピーカ８Ｌ，８Ｒが設けられており、
更に遊技領域１０の周辺部には、演出用ＬＥＤ９が設けられている。遊技機用枠３の右下
部位置には、遊技媒体としての遊技球を遊技領域１０に向けて発射するために遊技者等に
よって操作される打球操作ハンドル（操作ノブ）が設けられている。
【００３０】
　遊技領域１０の下方における遊技機用枠３の所定位置には、賞球として払い出された遊
技球や所定の球貸機により貸し出された遊技球を、発射装置（図示略）へと供給可能に保
持（貯留）する上皿９０（打球供給皿）が設けられている。遊技機用枠３の下部には、上
皿９０から溢れた余剰球などを、パチンコ遊技機１の外部へと排出可能に保持（貯留）す
る下皿９１が設けられている。下皿９１を形成する部材に取付けられたスティックコント
ローラ３１Ａの傾倒操作はコントローラセンサユニット３５Ａにて検出され、上皿９０を
形成する部材に設けられたプッシュボタン３１Ｂに対してなされた押下動作はプッシュセ
ンサ３５Ｂにて検出される。
【００３１】
　次に、パチンコ遊技機１の回路構成について説明する。パチンコ遊技機１には、例えば
図２に示すような主基板１１、演出制御基板１２、音声制御基板１３、ＬＥＤ制御基板１
４、主基板１１と演出制御基板１２との間で伝送される各種の制御信号を中継するための
中継基板１５、払出制御基板、情報端子基板、発射制御基板、インタフェース基板などと
いった、各種の基板が配置されている。
【００３２】
　主基板１１は、メイン側の制御基板であり、パチンコ遊技機１における遊技の進行を制
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御するための各種回路が搭載されている。主基板１１は、主として、特図ゲームにおいて
用いる乱数の設定機能、所定位置に配設されたスイッチ等からの信号の入力を行う機能、
演出制御基板１２などからなるサブ側の制御基板に宛てて、指令情報の一例となる制御コ
マンドを制御信号として出力して送信する機能、ホールの管理コンピュータに対して各種
情報を出力する機能などを備えている。また、主基板１１は、第１特別図柄表示器４Ａと
第２特別図柄表示器４Ｂを構成する各ＬＥＤ（例えばセグメントＬＥＤ）などの点灯／消
灯制御を行って第１特図や第２特図の変動表示を制御することや、普通図柄表示器２０の
点灯／消灯／発色制御などを行って普通図柄表示器２０による普通図柄の変動表示を制御
することといった、所定の表示図柄の変動表示を制御する機能も備えている。また、主基
板１１には、例えば遊技制御用マイクロコンピュータ１００や、スイッチ回路１１０、ソ
レノイド回路１１１などが搭載されている。
【００３３】
　図２に示すように、主基板１１には、通過ゲート４１を通過した遊技球を検出するゲー
トスイッチ２１、第１始動口スイッチ２２Ａ、第２始動口スイッチ２２Ｂ、カウントスイ
ッチ２３からの検出信号を伝送する配線が接続されている。また、第１特別図柄表示器４
Ａ、第２特別図柄表示器４Ｂ、普通図柄表示器２０、第１保留表示器２５Ａ、第２保留表
示器２５Ｂ、普図保留表示器２５Ｃなどの表示制御を行うための指令信号を伝送する配線
が接続されている。
【００３４】
　主基板１１から演出制御基板１２に向けて伝送される制御信号は、例えば電気信号とし
て送受信される演出制御コマンドである。演出制御コマンドには、例えば、演出図柄の変
動時間及びリーチ演出の種類や擬似連の有無等の変動態様を示す変動パターンを示す変動
パターン指定コマンド等が含まれている。
【００３５】
　主基板１１に搭載された遊技制御用マイクロコンピュータ１００は、例えば１チップの
マイクロコンピュータであり、遊技制御用のプログラムや固定データ等を記憶するＲＯＭ
１０１（ReadOnlyMemory１０１）と、遊技制御用のワークエリアを提供するＲＡＭ１０２
（RandomAccessMemory１０２）と、遊技制御用のプログラムを実行して制御動作を行うＣ
ＰＵ１０３（CentralProcessingUnit１０３）と、ＣＰＵ１０３とは独立して乱数値を示
す数値データの更新を行う乱数回路１０４と、Ｉ／Ｏ１０５（Input/Outputport１０５）
と、を備えて構成される。一例として、遊技制御用マイクロコンピュータ１００では、Ｃ
ＰＵ１０３がＲＯＭ１０１から読み出したプログラムを実行することにより、パチンコ遊
技機１における遊技の進行を制御するための処理が実行される。
【００３６】
　図２に示すように、演出制御基板１２は、主基板１１とは独立したサブ側の制御基板で
あり、中継基板１５を介して主基板１１から伝送された制御信号を受信して、演出表示装
置５、スピーカ８Ｌ，８Ｒ、演出用ＬＥＤ９、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導
光板ＬＥＤ５２２、演出用モータ３０２といった演出用の電気部品による演出動作を制御
するための各種回路や、スティックコントローラ３１Ａ、プッシュボタン３１Ｂといった
電気部品の動作を検出するための各種回路が搭載されている。
【００３７】
　演出制御基板１２には、プログラムに従って制御動作を行う演出制御用ＣＰＵ１２０と
、演出制御用のプログラムや固定データ等を記憶するＲＯＭ１２１と、演出制御用ＣＰＵ
１２０のワークエリアを提供するＲＡＭ１２２と、演出表示装置５における表示動作の制
御内容を決定するための処理などを実行する表示制御部１２３と、演出制御用ＣＰＵ１２
０とは独立して乱数値を示す数値データの更新を行う乱数回路１２４と、Ｉ／Ｏ１２５と
が搭載されている。一例として、演出制御基板１２では、演出制御用ＣＰＵ１２０がＲＯ
Ｍ１２１から読み出した演出制御用のプログラムを実行することにより、演出用の電気部
品による演出動作を制御するための処理が実行される。また、ＲＯＭ１２１には、演出制
御用のプログラムの他にも、演出動作を制御するために用いられる各種のデータテーブル
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などが格納されている。
【００３８】
　次に、パチンコ遊技機１における遊技の進行を概略的に説明する。パチンコ遊技機１で
は、遊技領域１０に設けられた通過ゲート４１を遊技球が通過したことに基づいて、普通
図柄表示器２０による普図ゲームが開始される。普通図柄の変動を開始させた後、普図変
動時間となる所定時間が経過し、普図当り図柄以外の普通図柄が停止表示されれば、普通
図柄の変動表示結果が「普図はずれ」となる。特定の普通図柄（普図当り図柄）が停止表
示されれば、普通図柄の変動表示結果が「普図当り」となり、普通可変入賞球装置６Ｂの
可動板が遊技領域１０から退避する開放制御が行われ、所定時間が経過すると遊技領域１
０に突出する閉鎖位置に戻る通常開放制御が行われる。
【００３９】
　遊技球が第１始動入賞口に入賞したことなどにより第１始動条件が成立した後に、例え
ば前回の特図ゲームや大当り遊技状態が終了したことなどにより第１開始条件が成立した
ことに基づいて、第１特別図柄表示器４Ａによる特図ゲームが開始される。また、遊技球
が第２始動入賞口に入賞したことなどにより第２始動条件が成立した後に、例えば前回の
特図ゲームや大当り遊技状態が終了したことなどにより第２開始条件が成立したことに基
づいて、第２特別図柄表示器４Ｂによる特図ゲームが開始される。
【００４０】
　特図ゲームでは、特別図柄の変動表示を開始させた後、変動表示時間が経過すると確定
特別図柄（特図表示結果）を導出表示する。このとき、特定の特別図柄（大当り図柄）が
停止表示されれば、特定表示結果としての「大当り」となり、大当り図柄とは異なる特別
図柄が停止表示されれば「はずれ」となる。特図ゲームでの変動表示結果が「大当り」に
なった後には、遊技者にとって有利なラウンド（「ラウンド遊技」ともいう）を所定回数
実行する特定遊技状態としての大当り遊技状態に制御される。
【００４１】
　大当り遊技状態においては、特別可変入賞球装置７の大入賞口扉が、所定の上限時間（
例えば２９秒間や０．１秒間）が経過するまでの期間あるいは所定個数（例えば９個）の
入賞球が発生するまでの期間にて、大入賞口を開放状態とする。これにより、特別可変入
賞球装置７を遊技者にとって有利な第１の状態（開放状態）とするラウンドが実行される
。
【００４２】
　ラウンドの実行中に大入賞口を開放状態とした大入賞口扉は、遊技盤２の表面を落下す
る遊技球を受け止め、その後に大入賞口を閉鎖状態とすることにより、特別可変入賞球装
置７を遊技者にとって不利な第２の状態（閉鎖状態）に変化させて、１回のラウンドを終
了させる。大入賞口の開放サイクルであるラウンドは、その実行回数が所定の上限回数（
例えば「１６」など）に達するまで、繰り返し実行可能となっている。
【００４３】
　演出表示装置５の演出図柄表示エリア５Ｌ，５Ｃ，５Ｒでは、特図ゲームが開始される
ことに対応して、演出図柄の変動表示が開始される。そして、演出図柄の変動表示が開始
されてから変動表示が終了するまでの期間では、演出図柄の変動表示状態が所定のリーチ
状態となることがある。リーチ状態とは、演出表示装置５の表示領域にて停止表示された
演出図柄が大当り組合せの一部を構成しているときに未だ停止表示されていない演出図柄
については変動が継続している表示状態、あるいは、全部または一部の演出図柄が大当り
組合せの全部または一部を構成しながら同期して変動している表示状態のことである。
【００４４】
　特図ゲームにおける確定特別図柄として、複数種類の大当り組合せのうち、所定の通常
大当り組合せ（「非確変大当り組合せ」ともいう）となる確定演出図柄が停止表示され、
変動表示結果が「非確変大当り」となった場合は大当り状態に制御され、その終了後には
、時間短縮制御（時短制御）が行われる。時短制御が行われることにより、特図ゲームに
おける特別図柄の変動表示時間（特図変動時間）は、通常状態に比べて短縮される。尚、
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時短制御では、普通図柄の当選頻度が高められて、普通可変入賞球装置６Ｂへの入賞頻度
が高められる、いわゆる電チューサポートが実施される。時短制御は、大当り遊技状態の
終了後に所定回数（例えば１００回）の特図ゲームが実行されることと、変動表示結果が
「大当り」となることのうち、いずれかの条件が先に成立したときに、終了すればよい。
【００４５】
　特図ゲームにおける確定特別図柄として、複数種類の大当り組合せのうち、所定の確変
大当り組合せ（「確変大当り組合せ」ともいう）となる確定演出図柄が停止表示され、変
動表示結果が「確変大当り」となった場合は大当り状態に制御され、その終了後には、時
短制御とともに確率変動制御（確変制御）が行われる。この確変制御が行われることによ
り、各回の特図ゲームにおいて変動表示結果が「大当り」となる確率は、通常状態に比べ
て高くなるように向上する。確変制御は、大当り遊技状態の終了後に変動表示結果が「大
当り」となって再び大当り遊技状態に制御されるという条件が成立したとき、大当り遊技
状態の終了後に所定回数（例えば時短回数と同じ１００回）の特図ゲームが実行されたと
き、大当り遊技状態の終了後に特図ゲームが開始されるごとに実行される確変転落抽選に
て確変制御を終了させる「確変転落あり」の決定がなされたとき、などに終了すればよい
。
【００４６】
　時短制御が行われるときには、普図ゲームにおける普通図柄の変動時間（普図変動時間
）を通常状態のときよりも短くする制御や、各回の普図ゲームで普通図柄の変動表示結果
が「普図当り」となる確率を通常状態のときよりも向上させる制御、変動表示結果が「普
図当り」となったことに基づく普通可変入賞球装置６Ｂにおける可動板の移動制御を行う
移動制御時間を通常状態のときよりも長くする制御、その移動回数を通常状態のときより
も増加させる制御といった、遊技球が第２始動入賞口を通過（進入）しやすくして第２始
動条件が成立する可能性を高めることで遊技者にとって有利となる制御（電チューサポー
ト制御、高開放制御）が行われる。これにより、第２特図を用いた特図ゲームを実行する
ための第２始動条件が成立しやすくなり、特図ゲームが頻繁に実行可能となることで、次
に変動表示結果が「大当り」となるまでの時間が短縮される。
【００４７】
　次に、本実施例におけるパチンコ遊技機１の動作（作用）を説明する。主基板１１では
、所定の電源基板からの電力供給が開始されると、遊技制御用マイクロコンピュータ１０
０が起動し、ＣＰＵ１０３によって遊技制御メイン処理となる所定の処理が実行される。
遊技制御メイン処理において遊技制御用タイマ割込み処理を開始すると、スイッチ処理、
メイン側エラー処理、情報出力処理、遊技用乱数更新処理、特別図柄プロセス処理、普通
図柄プロセス処理、コマンド制御処理を実行する。
【００４８】
　特別図柄プロセス処理では、遊技制御フラグ設定部（図示略）に設けられた特図プロセ
スフラグの値をパチンコ遊技機１における遊技の進行状況に応じて更新し、第１特別図柄
表示器４Ａや第２特別図柄表示器４Ｂにおける表示動作の制御や、特別可変入賞球装置７
における大入賞口の開閉動作設定などを、所定の手順で行うために各種の処理が選択され
て実行される。
【００４９】
　特別図柄プロセス処理において、ＣＰＵ１０３は、まず、第１始動入賞や第２始動入賞
があったか否かを判定し、入賞があった場合には、特図表示結果判定用、大当り種別判定
用、変動パターン判定用などの乱数値をそれぞれ抽出して、第１特図保留記憶部や第２特
図保留記憶部における空きエントリの最上位に格納（記憶）する始動入賞処理を実行する
。
【００５０】
　また、ＣＰＵ１０３は、第１特図保留記憶部や第２特図保留記憶部に記憶されている保
留データの有無などに基づいて特図ゲームを開始するか否かの判定や、特図表示結果判定
用の乱数値を示す数値データに基づき、特別図柄や演出図柄の変動表示結果を「大当り」



(11) JP 6947568 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

とするか否かを、その変動表示結果が導出表示される前に決定（事前決定）する特別図柄
通常処理を実行する。つまり、ＣＰＵ１０３は、特図ゲームの変動表示を開始するときに
、始動入賞が発生したときに記憶した乱数値に基づいて、当該変動表示の表示結果として
大当り表示結果を導出表示するか否かを決定（抽選）する処理を実行する。
【００５１】
　次いで、変動パターンを複数種類のいずれかに決定する変動パターン設定処理、特別図
柄を変動させるための設定や特別図柄が変動を開始してからの経過時間を計測する処理を
行う特別図柄変動処理、特別図柄の変動を停止させて確定特別図柄を停止表示（導出）さ
せるための設定を行う特別図柄停止処理を行う。また、変動表示結果が「大当り」となっ
た場合は、大当り遊技状態において大入賞口を開閉させる処理を行う大当り開放前処理、
大当り開放中処理、大当り開放後処理、大当り終了処理を行う。
【００５２】
　次に、演出制御基板１２の動作を説明する。先ず、演出制御用ＣＰＵ１２０は、電源が
投入されると、メイン処理の実行を開始する。メイン処理においてタイマ割込が発生する
と、コマンド解析処理、演出制御プロセス処理、演出用乱数更新処理を実行する。
【００５３】
　演出制御プロセス処理では、演出表示装置５の第１保留記憶表示エリア５Ｄ及び第２保
留記憶表示エリア５Ｕでの保留記憶表示を、保留記憶バッファの記憶内容に応じた表示に
更新する保留表示更新処理を実行する。次いで、演出制御プロセスフラグの値に応じて、
遊技制御用マイクロコンピュータ１００から変動パターン指定コマンドを受信しているか
否か確認する変動パターン指定コマンド受信待ち処理、演出図柄の変動が開始されるよう
に制御する演出図柄変動開始処理、演出図柄変動開始処理にてセットされたプロセスデー
タに応じて変動パターンを構成する各変動状態（変動速度）の切替タイミング等の制御や
変動時間の終了を監視するとともに、演出表示装置５の表示制御、スピーカ８Ｌ，８Ｒか
らの音出力、演出用ＬＥＤ９、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２
２、の発光及び演出ユニット３００の演出用モータ３０２の駆動制御等を行う演出図柄変
動中処理、演出図柄の変動を停止し表示結果（停止図柄）を導出表示する制御を行う演出
図柄変動停止処理を行う。
【００５４】
　大当り表示処理においては、変動時間の終了後、演出表示装置５に大当りの発生を報知
するための画面を表示する制御を行う。大当り遊技中処理においては、大当り遊技中の制
御を行う。大当り終了演出処理においては、演出表示装置５において、大当り遊技状態が
終了したことを遊技者に報知する表示制御を行う。
【００５５】
　このように演出制御用ＣＰＵ１２０は、遊技制御用マイクロコンピュータ１００から送
信された演出制御コマンド（制御情報）に基づいて、演出図柄の変動表示制御や予告演出
といった遊技に関連する各種演出を実行可能とされている。
【００５６】
　尚、演出制御用ＣＰＵ１２０が演出図柄の変動表示中において実行する予告演出として
は、例えば、大当りの可能性を示唆する大当り予告演出や、リーチになるか否かを示唆す
るリーチ予告、停止図柄を予告する停止図柄予告、遊技状態が確率変動状態であるか否か
（潜伏しているか否か）を予告する潜伏予告といったように、変動表示開始時やリーチ成
立時において実行される複数の予告を含む。
【００５７】
　また、本実施例では、上記予告を含む各種演出として、演出ユニット３００の可動体３
０１による可動体演出や、導光板装置５００を用いた発光演出（演出表示）や、演出ユニ
ット３００、導光板装置５００、スピーカ８Ｌ，８Ｒ、及び演出用ＬＥＤ９による複合演
出を実行可能とされている。尚、これら各種演出は、例えば、変動表示中における所定タ
イミングや、遊技者がスティックコントローラ３１Ａまたはプッシュボタン３１Ｂを操作
したタイミングで実行される。



(12) JP 6947568 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

【００５８】
　演出ユニット３００は、演出用モータ３０２及び図示しない駆動機構と、遊技盤２の背
面に取付けられる図示しないベース部に対し移動可能に設けられた可動体３０１とを有し
、可動体３０１は、演出表示装置５の上部に配置される待機位置と、演出表示装置５の表
示画面の前側略中央位置に重畳する演出位置と、の間で上下方向に移動可能とされている
。
【００５９】
　次に、導光板装置５００について、図３～図２３に基づいて説明する。図３は、（Ａ）
は導光板装置を斜め前から見た状態を示す斜視図、（Ｂ）は導光板装置を斜め後ろから見
た状態を示す斜視図である。図４は、導光板装置の構成を斜め前から見た状態を示す分解
斜視図である。図５は、導光板装置の構成を斜め後ろから見た状態を示す分解斜視図であ
る。図６は、前保持部材を斜め後ろから見た状態を示す斜視図である。図７は、前保持部
材に第１集光レンズ及び第１導光板を取付ける状態を示す要部拡大斜視図である。図８は
、（Ａ）は前保持部材の左側辺部の上部を示す背面図、（Ｂ）は凹凸部と第１導光板との
間に生じる隙間を示す断面図である。図９は、中保持部材の前面に対する第２導光板ＬＥ
Ｄ基板及び第２集光レンズの取付状態を示す斜視図である。図１０は、中保持部材の背面
に対する第１導光板ＬＥＤ基板及び第１集光レンズの取付状態を示す斜視図である。図１
１は、後保持部材を斜め前から見た状態を示す斜視図である。図１２は、（Ａ）は凸条と
第１集光レンズとの位置関係を示す概略図、（Ｂ）は（Ａ）のＪ－Ｊ断面図である。図１
３は、（Ａ）は凸条と第１集光レンズとの位置関係を示す概略図、（Ｂ）は（Ａ）のＫ－
Ｋ断面図である。図１４は、第１集光レンズ及び第２集光レンズを示す六面図である。図
１５は、（Ａ）は第２導光板、（Ｂ）は第１導光板を示す正面図である。図１６は、導光
板装置における各位置決め用ボスと各挿入部との配置位置を示す正面図である。図１７は
、図１６のＡ－Ａ断面図である。図１８は、（Ａ）は図１６のＢ－Ｂ断面図、（Ｂ）はＣ
－Ｃ断面図である。図１９は、（Ａ）は図１６のＤ－Ｄ断面図、（Ｂ）はＥ－Ｅ断面図で
ある。図２０は、（Ａ）は図１６のＦ－Ｆ断面図、（Ｂ）はＧ－Ｇ断面図である。図２１
は、（Ａ）は図１６のＨ－Ｈ断面図、（Ｂ）はＩ－Ｉ断面図である。図２２は、（Ａ）は
第２導光板の通常時、（Ｂ）は第２導光板の熱膨張時の態様を示す正面図である。図２３
は、（Ａ）は第１導光板の通常時、（Ｂ）は第１導光板の熱膨張時の態様を示す正面図で
ある。尚、以下の説明において、各種複数の取付ネジのうち一部の図示は省略する。
【００６０】
　図３～図５に示すように、導光板装置５００は、第１導光板ユニット５０１と、該第１
導光板ユニット５０１の前方に配置される第２導光板ユニット５０２と、第１導光板ユニ
ット５０１と第２導光板ユニット５０２とを前後から挟むように保持する前保持部材５０
３、中保持部材５０４及び後保持部材５０５と、から主に構成される。詳しくは、中保持
部材５０４と後保持部材５０５とは、第１導光板ユニット５０１を前後から挟むように後
取付位置に保持し、前保持部材５０３と中保持部材５０４とは、第２導光板ユニット５０
２を前後から挟むように後保持位置よりも前側の前取付位置に保持する。後保持部材５０
５は、複数のネジＮ１により中保持部材５０４の背面に取付けられるとともに、複数のネ
ジＮ２により前保持部材５０３の背面に取付けられ、中保持部材５０４は、複数のネジＮ
３により前保持部材５０３の背面に取付けられる。
【００６１】
　よって、前保持部材５０３、中保持部材５０４及び後保持部材５０５は、中保持部材５
０４と後保持部材５０５との間に第１導光板ユニット５０１を保持し、かつ、前保持部材
５０３と中保持部材５０４との間に第２導光板ユニット５０２を保持した状態で一体化さ
れることで導光板装置５００が構成され、該導光板装置５００は、前保持部材５０３を図
示しないネジにより遊技盤２のスペーサ部材の背面に取付けることで、遊技盤２の背面側
に取付けられる。
【００６２】
　第１導光板ユニット５０１は、第１導光板５１１と、第１導光板５１１の上方に配置さ
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れる第１導光板ＬＥＤ基板５１３の背面に左右方向に向けて所定間隔おきに複数配設され
赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の発光素子を有し、７色にて発光可能なフルカラーＬＥＤ
からなる第１導光板ＬＥＤ５１２と、第１導光板ＬＥＤ５１２から入射された光を第１導
光板５１１の上端面５１１Ａに向けて集光する第１集光レンズ５１４と、第１導光板５１
１の左側方に配置される第１導光板ＬＥＤ基板５１８Ｌの背面に上下方向に向けて所定間
隔おきに複数配設され赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の発光素子を有し、７色にて発光可
能なフルカラーＬＥＤからなる第１導光板ＬＥＤ５１７と、第１導光板ＬＥＤ５１７から
入射された光を第１導光板５１１の左端面５１１Ｂに向けて集光する第１集光レンズ５１
９と、第１導光板ＬＥＤ基板５１８Ｌの前面に上下方向に向けて複数配設された第１導光
板ＬＥＤ５０７Ｌと、第１導光板５１１の右側方に配置される第１導光板ＬＥＤ基板５１
８Ｒの前面に上下方向に向けて複数配設された第１導光板ＬＥＤ５０７Ｒと、を有する。
尚、第１導光板ＬＥＤ５０７Ｌ，５０７Ｒは、赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の発光素子
を有し、７色にて発光可能なフルカラーＬＥＤからなり前方に向けて光を照射可能に設け
られており、照射された光が前保持部材５０３を透して前方に出射されることにより、前
保持部材５０３の左右側辺部の前面が発光するようになっている。
【００６３】
　第２導光板ユニット５０２は、第１導光板５１１の前方に離れて配置される第２導光板
５２１と、第２導光板５２１の上方に配置される第２導光板ＬＥＤ基板５２３の前面に左
右方向に向けて所定間隔おきに複数配設され赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ）の発光素子を
有し、７色にて発光可能なフルカラーＬＥＤからなる第２導光板ＬＥＤ５２２と、第２導
光板ＬＥＤ５２２から入射された光を第２導光板５２１の上端面５２１Ａに向けて集光す
る第２集光レンズ５２４と、を有する。
【００６４】
　第１導光板ＬＥＤ基板５１３は、複数のネジＮ４により中保持部材５０４の背面に取付
けられ、第１導光板ＬＥＤ基板５１８Ｌ，５１８Ｒは、複数のネジＮ５により前保持部材
５０３の背面の左右側辺部に取付けられ、第２導光板ＬＥＤ基板５２３は、複数のネジＮ
６により中保持部材５０４の前面に取付けられる。
【００６５】
　図６～図８に示すように、前保持部材５０３は、透光性を有する（透明な）アクリル樹
脂により、板状の上辺部５０３Ｈ及び左右の側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒにより下向き略コ
字形に形成されている。上辺部５０３Ｈの背面左右側には、第１導光板５１１を前保持部
材５０３に対する後取付位置に保持する際の位置決め用の第１位置決め用ボス５５１と第
２位置決め用ボス５５２とがそれぞれ突設されている。また、上辺部５０３Ｈの背面には
、後述する第２集光レンズ５２４の前面側に突設される複数の集光レンズ位置決め用ボス
５９３Ｆが嵌合する位置決め孔５３０が複数個所に形成されているとともに、第２集光レ
ンズ５２４の左右端部を保持するレンズ用フック５３１が左右に形成されている。
【００６６】
　左右の側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒ各々の背面下位置には、第１導光板５１１を前保持部
材５０３に対する後取付位置に保持する際の位置決め用の第３位置決め用ボス５４３Ａ，
５４３Ｂが突設されているとともに、左下の第３位置決め用ボス５４３Ａの左斜め下方位
置には、第２位置決め用ボス５４２が突設されている。
【００６７】
　また、左右の側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒ各々の背面には、後保持部材５０５を取付ける
ためのネジＮ１が螺入される複数の保持枠用ボス５４５が突設されているとともに、第１
導光板ＬＥＤ基板５１８Ｌ，５１８Ｒを取付けるためのネジＮ５が螺入される複数のネジ
孔５４６が形成されている。第１導光板ＬＥＤ基板５１８Ｌ，５１８Ｒが取付けられた状
態において、複数の第１導光板ＬＥＤ５１７は、右側方、つまり右側に向けて光を照射可
能に上下方向に向けて列設される。
【００６８】
　また、左右の側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒ各々の背面には、第１導光板ＬＥＤ５０７Ｌ，
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５０７Ｒからの光を拡散するための複数の凸部からなる光拡散部５３２が形成されている
。尚、側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒの前面には、図示しないレンズ部材と該レンズ部材を被
覆する発光パネル５４７Ｌ，５４７Ｒ（図４参照）が取付けられている。
【００６９】
　また、左右の側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒ各々の内側辺には、内壁部５４８Ｌ，５４８Ｒ
が背面側に向けて突出するように立設されている。これら内壁部５４８Ｌ，５４８Ｒの後
端縁部には、所定間隔ごとに凹部５４９Ｂが形成されており、これにより内壁部５４８Ｌ
，５４８Ｒの後端縁部は、凹部５４９Ｂと凸部５４９Ａとからなる凹凸部５４９Ｌ，５４
９Ｒとして形成されている。凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒは、後述するように第１導光板５
１１が中保持部材５０４と後保持部材５０５とにより後取付位置に保持された状態におい
て、第１導光板５１１の前面における左右側部に対向するように設けられている。
【００７０】
　次に、図９及び図１０に示すように、中保持部材５０４は、透光性を有する（透明な）
アクリル樹脂により左右方向に延びる板状に形成されている。中保持部材５０４の左右側
の下端部には、所定の前後幅を有する板片により、第１導光板５１１と第２導光板５２１
との間に所定の隙間を設けるための枠状部５６０Ｌ，５６０Ｒが形成されている。
【００７１】
　また、中保持部材５０４には、中保持部材５０４の前面よりも前方に突出する凸条５６
２Ｆが下辺部に沿って延設されている。この凸条５６２Ｆの前端部は、枠状部５６０Ｌ，
５６０Ｒの前端部と面一をなして連結されており、後述するように第２導光板５２１が中
保持部材５０４と前保持部材５０３との間に保持された状態において、第２導光板５２１
の背面における上縁部に対向するように設けられている。
【００７２】
　図９に示すように、中保持部材５０４の前面には、第２導光板ＬＥＤ基板５２３を取付
けるためのネジＮ６が螺入されるネジ孔５６１が形成されている。中保持部材５０４の前
面に第２導光板ＬＥＤ基板５２３が取付けられた状態において、複数の第２導光板ＬＥＤ
５２２が、下方に向けて光を照射可能に左右方向に向けて直線状に列設される。
【００７３】
　図１０に示すように、中保持部材５０４の背面には、第１導光板ＬＥＤ基板５１３を取
付けるためのネジＮ４が螺入されるネジ孔５６３が形成されている。中保持部材５０４の
背面に第１導光板ＬＥＤ基板５１３が取付けられた状態において、複数の第１導光板ＬＥ
Ｄ５１２が、下方に向けて光を照射可能に左右方向に向けて直線状に列設される。また、
背面左右側には、第１集光レンズ５１４の左右端部を保持するレンズ用フック５６４が左
右に形成されている。
【００７４】
　中保持部材５０４には、中保持部材５０４の背面よりも後方に突出する凸条５６２Ｂが
下辺部に沿って延設されている。この凸条５６２Ｂの後端部は、枠状部５６０Ｌ，５６０
Ｒの後端部と面一をなして連結されており、後述するように第１導光板５１１が中保持部
材５０４と後保持部材５０５との間に保持された状態において、第１導光板５１１の背面
における上縁部に対向するように設けられている。
【００７５】
　また、中保持部材５０４の背面左右側には、第１導光板５１１を中保持部材５０４に対
する後取付位置に保持する際の位置決め用の第１位置決め用ボス５７１と第２位置決め用
ボス５７２とがそれぞれ突設されている。また、第１位置決め用ボス５７１の左側には第
３位置決め用ボス５７３Ａが突設され、第２位置決め用ボス５７２の右側には第３位置決
め用ボス５７３Ｂが突設されている。このように構成される中保持部材５０４は、第１導
光板５１１と第２導光板５２１との間に所定の隙間を設けるためのスペーサ部材として機
能する。
【００７６】
　図１１に示すように、後保持部材５０５は、非透光性を有する（不透明な）合成樹脂に
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より、板状の上辺部５０５Ｈ及び左右の側辺部５０５Ｌ，５０５Ｒにより下向き略コ字形
に形成されている。上辺部５０５Ｈの前面には、後述する第１集光レンズ５１４の背面側
に突設される複数の集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｂが嵌合する位置決め孔５８０が複
数個所に形成されている。
【００７７】
　図１２に示すように、上辺部５０５Ｈの前面における各位置決め孔５８０の間には、前
方に向けて突出する凸条５８１が左右方向に延設されており、第１集光レンズ５１４が第
１導光板ＬＥＤ基板５１３の背面に配置された状態において該第１集光レンズ５１４の背
面における左右方向にわたり当接するようになっている。
【００７８】
　図１３に示すように、左側の側辺部５０５Ｌの前面には、前方に向けて突出する凸条５
８２が上下方向に延設されており、第１集光レンズ５１９が第１導光板ＬＥＤ基板５１８
Ｌの背面に配置された状態において該第１集光レンズ５１９の背面における左右方向にわ
たり当接するようになっている。
【００７９】
　図１４に示すように、第１集光レンズ５１４，５１９及び第２集光レンズ５２４は、ア
クリル樹脂またはポリカーボネート樹脂等の透光性を有する（透明な）合成樹脂材により
長板状に形成されている。具体的には、第１集光レンズ５１４、第２集光レンズ５２４の
下辺部及び第１集光レンズ５１９の右辺部には、正面視で第１導光板５１１、第２導光板
５２１側に膨出する略半円形状の複数の凸部５９０が長手方向に複数連続して並設されて
いる。各凸部５９０は、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２の各
々に対応して１つずつ形成され、各第１導光板５１１の上端面５１１Ａ及び左端面５１１
Ｂ、第２導光板５２１の５２１Ａ各々に対向する対向端面は、正面視において導光板側に
向けて突出するように湾曲して形成され光を出射する出射面５９０Ａ（レンズ面）を構成
している。
【００８０】
　第１集光レンズ５１４、第２集光レンズ５２４の上辺部及び第１集光レンズ５１９の左
辺部には、正面視で第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２側に膨出
する複数の凸部５９１が長手方向に複数連続して並設されている。各凸部５９１は、第１
導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２の各々に対応して１つずつ形成さ
れ、各第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２に対向する対向端面は
、正面視において角ＬＥＤ側に向けて突出するように湾曲して形成され光を入射する入射
面５９１Ａ（レンズ面）を構成している。尚、各凸部５９１の入射面５９１Ａは、凸部５
９０の出射面５９０Ａに比べて曲率が極めて小さく僅かに膨出する程度に形成されている
。
【００８１】
　尚、複数の凸部５９０，５９１は、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥ
Ｄ５２２の各々に一対一に対応するものに限らず、例えば２以上のＬＥＤ（発光体）に対
応する凸部５９０，５９１が複数設けられていてもよい。また、第１集光レンズ５１４，
５１９及び第２集光レンズ５２４は複数の凸部５９０，５９１が一体に設けられた単一の
部材にて構成されていたが、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２
の各々に対応して互いに別個に形成された複数の集光レンズ部材にて構成されていてもよ
い。
【００８２】
　第１集光レンズ５１４、第２集光レンズ５２４の左右端部及び第１集光レンズ５１９の
上下端部には、押え片５９２Ａ，５９２Ｂが形成されている。第１集光レンズ５１４の押
え片５９２Ａ，５９２Ｂは、中保持部材５０４の背面に形成された左右のレンズ用フック
５６４に係止され（図１０参照）、第２集光レンズ５２４の押え片５９２Ａ，５９２Ｂは
、前保持部材５０３の前面に形成された左右のレンズ用フック５３１（図６参照）に係止
され、第１集光レンズ５１９の押え片５９２Ａ，５９２Ｂは、いずれのレンズ用フックに
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も係止されない（図７参照）。
【００８３】
　第１集光レンズ５１４、第２集光レンズ５２４及び第１集光レンズ５１９の前面には、
複数の集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆがそれぞれ前方に向けて突出するように形成さ
れ、第１集光レンズ５１４及び第２集光レンズ５２４の背面には、複数の集光レンズ位置
決め用ボス５９３Ｂがそれぞれ後方に向けて突出するように形成されている。尚、第１集
光レンズ５１９の背面には集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｂは形成されていない。
【００８４】
　第１集光レンズ５１４は、前側の集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆは第１導光板ＬＥ
Ｄ基板５１３に形成された位置決め孔５９４に挿入され（図１０参照）、後側の集光レン
ズ位置決め用ボス５９３Ｂは後保持部材５０５に形成された位置決め孔５８０（図１１参
照）に挿入される。また、第１集光レンズ５１９は、前側の集光レンズ位置決め用ボス５
９３Ｆは第１導光板ＬＥＤ基板５１８Ｌに形成された位置決め孔５９５Ａに挿入される（
図７参照）。
【００８５】
　第２集光レンズ５２４は、前側の集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆは前保持部材５０
３に形成された位置決め孔５３０に挿入され（図６参照）、後側の集光レンズ位置決め用
ボス５９３Ｂは後保持部材５０５に形成された位置決め孔５９５（図９参照）に挿入され
る。
【００８６】
　これら各集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂは、各第１集光レンズ５１４、
第２集光レンズ５２４及び第１集光レンズ５１９に形成された複数のうち一の凸部５９０
，５９１に対応する位置であって、各レンズにおいて最も幅寸法（上下幅寸法や左右幅寸
法）が長い位置、つまり、幅寸法が短い位置に比べて強度が高い位置に突設されているた
め、位置決め精度が向上する。また、各第１集光レンズ５１４、第２集光レンズ５２４及
び第１集光レンズ５１９における前後面、つまり、光の出射面５９０Ａや入射面５９１Ａ
以外の位置、詳しくは、光の出射面５９０Ａや入射面５９１Ａに対し直交する面の表面に
突出するように設けられているため、光の入射や出射に影響を及ぼすことがない。また、
前後の集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂは、前後のうち一方に対応する位置
に他方が設けられている。
【００８７】
　図１５（Ａ）に示すように、第２導光板５２１は、所定の板厚寸法Ｌ１５｛板厚（例え
ば、２．５ｍｍ）｝を有する透明なアクリル樹脂板により形成されている。上端面５２１
Ａは、左右方向に延設される平坦面からなる。左右の斜辺部及び側辺部は、前保持部材５
０３及び中保持部材５０４に沿うように形成され、下辺部は、可動体３０１が待機位置に
あるときに該可動体３０１の下辺部に沿うように非直線状に形成されている。
【００８８】
　第２導光板５２１の背面には、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光を反射して前面から出
射させるための反射部５９６が形成されている（図２４（Ｂ）参照）。反射部５９６は、
「激熱！」の文字を発光表示可能な態様に配置されている。
【００８９】
　図１５（Ｂ）に示すように、第１導光板５１１は、所定の板厚寸法Ｌ１５｛板厚（例え
ば、２．５ｍｍ）｝を有する透明なアクリル樹脂板により形成されている。上端面５１１
Ａは左右方向に延設される平坦面からなり、左端面５１１Ｂは上下方向に延設される平坦
面からなり、右側辺部及び下辺部は前保持部材５０３及び後保持部材５０５に沿うように
形成されており、演出表示装置５の表示画面及び演出ユニット３００の可動体３０１の前
方を被覆可能な形状とされている。
【００９０】
　第１導光板５１１の背面には、第１導光板ＬＥＤ５１２からの光を反射して前面から出
射させるための反射部５９７Ａと、第１導光板ＬＥＤ５１７からの光を反射して前面から
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出射させるための反射部５９７Ｂと、がそれぞれ形成されている（図２４（Ｂ）参照）。
反射部５９７Ａは、「激熱！」の文字を発光表示可能な態様に配置され、反射部５９７Ｂ
は、可動体３０１が演出位置に移動したときに該可動体３０１の周囲を装飾するエフェク
トを発光表示可能な態様に配置されている。尚、反射部５９７Ａは、第２導光板ＬＥＤ５
２２の反射部５９６と同様の文字を発光表示可能に構成され、第１導光板５１１と第２導
光板５２１とを前後に重畳するように前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持部材
５０５により保持して所定の取付位置に保持した状態において、反射部５９６の背面側に
重畳するように第１導光板５１１に配置されている。
【００９１】
　これら反射部５９６，５９７Ａ，５９７Ｂは、図２４（Ｂ）に示すように、第１導光板
５１１や第２導光板５２１の内部を導光される光の進行方向の断面視が一定ピッチの略三
角波形状をなす凹凸状態（粗面）に形成されている。具体的には、スタンパーやインジェ
クションにより第１導光板５１１や第２導光板５２１の背面に凹凸部をつける成型方式に
て構成されているが、例えばアクリル板に白色インクで反射ドットを印刷したシルク印刷
方式や、アクリル板と反射板とをドット状の粘着材で貼り付けた貼着ドット方式や、溝加
工方式等により反射部を構成してもよい。
【００９２】
　尚、本実施例では、反射部５９６，５９７Ａ，５９７Ｂを光の進行方向の断面視が略三
角波形状の凹凸部としているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら反射部
５９６，５９７Ａ，５９７Ｂの断面形状を略半円形状等、光を前方に向けて反射可能な反
射面を構成するものであれば種々に変形可能である。尚、図１５において、反射部５９７
Ａは点線で囲まれた文字として表されているが、実際には点線はなく、上記ドット等の集
まりにより文字が形成されている。
【００９３】
　また、第１導光板ＬＥＤ５１２からの光のみが反射部５９７Ａにて前方に反射して「激
熱！」の文字が発光表示され、第１導光板ＬＥＤ５１７からの光のみが反射部５９７Ｂに
て前方に反射してエフェクトが発光表示する導光構造の詳細についての説明は省略する。
尚、本実施例では、第１導光板ＬＥＤ５１２からの光のみが反射部５９７Ａで反射し、第
１導光板ＬＥＤ５１７からの光のみが反射部５９７Ｂで反射する構成であったが、第１導
光板ＬＥＤ５１２からの光または第１導光板ＬＥＤ５１７からの光が反射部５９７Ａ，５
９７Ｂ双方で反射して発光表示するようにしてもよい。
【００９４】
　また、本実施例では、第１導光板５１１や第２導光板５２１により表示可能とする表示
情報として文字や絵柄が例示されているが、これら以外にも、記号、図柄、あるいは模様
等の装飾も含む他の表示情報を表示可能としてもよい。また、第１導光板５１１や第２導
光板５２１は、透光性を有していれば必ずしも透明でなくてもよく、例えば着色されてい
てもよいし、半透明とされていてもよい。
【００９５】
　これら第１導光板５１１及び第２導光板５２１は、アクリル樹脂材により板厚寸法Ｌ１
５が約２．５ｍｍの透明板からなり、遊技盤２を構成する透明な合成樹脂材からなる盤面
板の板厚寸法（例えば、約１０ｍｍ）に比べて肉薄であるため、後述するように、パチン
コ遊技機１に組付けられた状態において、パチンコ遊技機１の内部の温度変化により伸び
縮みが発生することがある。
【００９６】
　パチンコ遊技機１は、遊技盤２の前面側はガラス扉枠５０により閉鎖され、背面側はカ
バー体（図示略）により閉鎖されており、これらガラス扉枠５０とカバー体とにより閉鎖
された内部空間には、液晶表示器等からなる演出表示装置５や、制御基板、ＬＥＤ、駆動
源（モータやソレノイド）といった多数の熱源が設けられている。よって、パチンコ遊技
機１の稼働時の内部温度は非稼働時に比べて高くなるため、演出表示装置５とガラス窓５
０ａとの間に設けられる第１導光板５１１及び第２導光板５２１は、例えば、約４０度の



(18) JP 6947568 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

温度変化により最大で約１．６ｍｍの伸び縮みが生じる。
【００９７】
　具体的には、例えば第１導光板５１１の場合、反り公差（平面度交差）は約３～６ｍｍ
程度とされているため、例えば、導光板装置５００を遊技盤２の背面に取付けた状態にお
いて、前側の第２導光板５２１との離間寸法及び後側の演出表示装置５や他の部材との離
間寸法は、６ｍｍを超えた寸法とすることが好ましい。
【００９８】
　一方、導光板装置５００は、第１導光板５１１及び第２導光板５２１は、それぞれの周
縁の一部が前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持部材５０５により前後から挟持
された状態で遊技盤２の背面側に取付けられる構造であるため、製造上の寸法公差や組付
誤差によるアセンブリの歪みなどで前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持部材５
０５に接触して傷ついたり破損する虞があるばかりか、上記したような温度変化による伸
び縮みにより前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持部材５０５に接触して傷つい
たり破損する虞がある。
【００９９】
　よって、本実施例の導光板装置５００は、以下に説明するように、パチンコ遊技機１の
内部の温度変化や、製造上の寸法公差や組付誤差に対応できるように、第１導光板５１１
及び第２導光板５２１は、各前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持部材５０５に
対し所定の隙間（クリアランス）をもって取付けられている。
【０１００】
　図１５（Ａ）及び図１６、図１７に示すように、第２導光板５２１の上端面５２１Ａの
右側下方位置には、前保持部材５０３の背面左側に突設された第１位置決め用ボス５５１
が挿入可能な第１挿入部としての正面視円形状の第１孔部６０１が形成されている。また
、第２導光板５２１の上端面５２１Ａの左側下方位置には、前保持部材５０３の背面右側
に突設された第２位置決め用ボス５５２が挿入可能な第２挿入部としての正面視横長形状
の第２孔部６０２が形成されている。
【０１０１】
　第１孔部６０１と第２孔部６０２とは、これら第１孔部６０１と第２孔部６０２の中心
を通る直線ＬＮ２が、上端面５２１Ａ（第２導光板５２１の上辺）に沿う直線ＬＮ１に対
し平行をなすように、上端面５２１Ａの近傍位置に形成されている。詳しくは、直線ＬＮ
１と直線ＬＮ２との離間寸法Ｌ２０は、第２導光板５２１の板厚寸法Ｌ１５の２倍の長さ
（２．５ｍｍ×２＝５ｍｍ）より長寸とされている（Ｌ２０＞Ｌ１５×２）。つまり、第
１孔部６０１と第２孔部６０２とは、上端面５２１Ａ（第２導光板５２１の上辺）から第
２導光板５２１の板厚寸法Ｌ１５の２倍以上離れた位置に形成されている。
【０１０２】
　また、第１孔部６０１と第２孔部６０２とは、上端面５２１Ａ（第２導光板５２１の上
辺）に対してだけでなく、第２導光板５２１の周縁から第２導光板５２１の板厚寸法Ｌ１
５の２倍以上離れた位置に形成されていることで、第２導光板５２１の周縁近傍の強度が
孔部により著しく低下しないように適切に維持されている。
【０１０３】
　図１７に示すように、第１孔部６０１の直径Ｌ１は、第１位置決め用ボス５５１の直径
Ｌ２よりも若干長寸とされているが（Ｌ１＞Ｌ２）、第１孔部６０１に第１位置決め用ボ
ス５５１が挿入された状態において、第１孔部６０１と第１位置決め用ボス５５１との間
に左右上下方向の隙間Ｓ１（Ｌ１－Ｌ２）がほぼ生じない。つまり、第１位置決め用ボス
５５１は第１孔部６０１に嵌合される。
【０１０４】
　第２孔部６０２の左右寸法Ｌ３Ａは、第２位置決め用ボス５５２の直径Ｌ４よりも長寸
とされ（Ｌ３Ａ＞Ｌ４）、第２孔部６０２の上下寸法Ｌ３Ｂは、第２位置決め用ボス５５
２の直径Ｌ４よりも若干長寸とされている（Ｌ３Ｂ＞Ｌ４）。よって、第２孔部６０２に
第２位置決め用ボス５５２が挿入された状態において、第２孔部６０２と第２位置決め用
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ボス５５２との間に左右方向の隙間Ｓ２（Ｌ３Ａ－Ｌ４）が生じるが、上下方向の隙間Ｓ
３（Ｌ３Ｂ－Ｌ４）がほぼ生じない。
【０１０５】
　左右方向の隙間Ｓ２は、隙間Ｓ１よりも大きい（Ｓ２（Ｌ３Ａ－Ｌ４）＞Ｓ１（Ｌ１－
Ｌ２））。また、隙間Ｓ１と隙間Ｓ３とはほぼ同寸とされている（Ｓ１（Ｌ１－Ｌ２）＝
Ｓ３（Ｌ３Ｂ－Ｌ４））。つまり、第２孔部６０２は、第２位置決め用ボス５５２に対す
る第２導光板５２１の左右方向への移動を許容し、上下方向への移動を許容しない。
【０１０６】
　図１５（Ｂ）及び図１６、図１８に示すように、第１導光板５１１の上端面５１１Ａの
左側の斜辺の下方位置には、中保持部材５０４の背面左側に突設された第１位置決め用ボ
ス５７１が挿入可能な第１挿入部としての正面視円形状の第１孔部６１１が形成されてい
る。また、第１導光板５１１の上端面５１１Ａの右側の斜辺の下方位置には、中保持部材
５０４の背面右側に突設された第２位置決め用ボス５７２が挿入可能な第２挿入部として
の第２孔部６１２が形成されている。第２孔部６１２は左右方向に向けて延設される長孔
にて構成されている。
【０１０７】
　第１孔部６１１と第２孔部６１２とは、これら第１孔部６１１と第２孔部６１２の中心
を通る直線ＬＮ４が、上端面５１１Ａ（第１導光板５１１の上辺）に沿う直線ＬＮ３に対
し平行をなすように、上端面５１１Ａの近傍位置に形成されている。詳しくは、直線ＬＮ
３と直線ＬＮ４との離間寸法Ｌ２１は、第２導光板５２１の板厚寸法Ｌ１５の２倍の長さ
（２．５ｍｍ×２＝５ｍｍ）より長寸とされている（Ｌ２１＞Ｌ１５×２）。つまり、第
１孔部６１１と第２孔部６１２とは、上端面５１１Ａ（第１導光板５１１の上辺）から第
１導光板５１１の板厚寸法Ｌ１５の２倍以上離れた位置に形成されている。
【０１０８】
　また、第１孔部６１１と第２孔部６１２とは、上端面５１１Ａ（第１導光板５１１の上
辺）に対してだけでなく、第１導光板５１１の周縁から第１導光板５１１の板厚寸法Ｌ１
５の２倍以上離れた位置に形成されていることで、第１導光板５１１の周縁近傍の強度が
孔部により著しく低下しないように適切に維持されている。
【０１０９】
　また、第１導光板５１１の左下角部には、前保持部材５０３の背面右側に突設された第
２位置決め用ボス５４２が挿入可能な第２挿入部としての第２孔部６２２が形成されてい
る。第２孔部６２２は上下方向に向けて延設される長孔にて構成されており、左端面５１
１Ｂ（左側辺）の下方位置に配置されている。
【０１１０】
　図１８（Ａ）に示すように、第１孔部６１１の直径Ｌ５は、第１位置決め用ボス５７１
の直径Ｌ６よりも若干長寸とされているが（Ｌ５＞Ｌ６）、第１孔部６１１に第１位置決
め用ボス５７１が挿入された状態において、第１孔部６１１と第１位置決め用ボス５７１
との間に左右上下方向の隙間Ｓ１１（Ｌ５－Ｌ６）がほぼ生じない。つまり、第１位置決
め用ボス５７１は第１孔部６１１に嵌合される。
【０１１１】
　第２孔部６１２の左右寸法Ｌ７Ａは、第２位置決め用ボス５７２の直径Ｌ８よりも長寸
とされ（Ｌ７Ａ＞Ｌ８）、第２孔部６１２の上下寸法Ｌ７Ｂは、第２位置決め用ボス５７
２の直径Ｌ８よりも若干長寸とされている（Ｌ７Ｂ＞Ｌ８）。よって、第２孔部６１２に
第２位置決め用ボス５７２が挿入された状態において、第２孔部６１２と第２位置決め用
ボス５７２との間に左右方向の隙間Ｓ１２（Ｌ７Ａ－Ｌ８）が生じるが、上下方向の隙間
Ｓ１３（Ｌ７Ｂ－Ｌ８）がほぼ生じない。
【０１１２】
　左右方向の隙間Ｓ１２は、隙間Ｓ１１よりも大きい（Ｓ１２（Ｌ７Ａ－Ｌ８）＞Ｓ１１
（Ｌ５－Ｌ６））。また、隙間Ｓ１１と隙間Ｓ１３とはほぼ同寸とされている（Ｓ１１（
Ｌ５－Ｌ６）＝Ｓ１３（Ｌ７Ｂ－Ｌ８））。つまり、第２孔部６１２は、第２位置決め用
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ボス５７２に対する第１導光板５１１の左右方向への移動を許容し、上下方向への移動を
許容しない。
【０１１３】
　また、図１８（Ｂ）に示すように、第２孔部６２２の上下寸法Ｌ７Ｃは、第２位置決め
用ボス５４２の直径Ｌ８よりも長寸とされ（Ｌ７Ｃ＞Ｌ８）、第２孔部６２２の左右寸法
Ｌ７Ｄは、第２位置決め用ボス５４２の直径Ｌ８よりも若干長寸とされている（Ｌ７Ｄ＞
Ｌ８）。よって、第２孔部６２２に第２位置決め用ボス５４２が挿入された状態において
、第２孔部６２２と第２位置決め用ボス５４２との間に上下方向の隙間Ｓ１４（Ｌ７Ｃ－
Ｌ８）が生じるが、左右方向の隙間Ｓ１５（Ｌ７Ｄ－Ｌ８）がほぼ生じない。
【０１１４】
　上下方向の隙間Ｓ１４は、隙間Ｓ１１よりも大きい（Ｓ１４（Ｌ７Ｃ－Ｌ８）＞Ｓ１１
（Ｌ５－Ｌ６））。また、隙間Ｓ１１と隙間Ｓ１５とはほぼ同寸とされている（Ｓ１１（
Ｌ５－Ｌ６）＝Ｓ１５（Ｌ７Ｄ－Ｌ８））。つまり、第２孔部６１２は、第２位置決め用
ボス５７２に対する第１導光板５１１の左右方向への移動を許容し、上下方向への移動を
許容しない。
【０１１５】
　尚、第１位置決め用ボス５５１の直径Ｌ２と第２位置決め用ボス５５２の直径Ｌ４とは
ほぼ同寸とされ（Ｌ２＝Ｌ４）、第１位置決め用ボス５７１の直径Ｌ６と第２位置決め用
ボス５７２，５４２の直径Ｌ８とはほぼ同寸とされている（Ｌ６＝Ｌ８）。また、第１位
置決め用ボス５５１，５７１の直径と第２位置決め用ボス５７２，５４２の直径とは全て
同寸とされている。尚、本実施例では、全ての第１位置決め用ボス５５１，５７１の直径
と第２位置決め用ボス５７２，５４２の直径とは全て同寸とされているが、各々異なって
いてもよい。
【０１１６】
　第１導光板５１１の左上角部には、中保持部材５０４の背面左側に突設された第３位置
決め用ボス５７３Ａが挿入可能な第３挿入部としての第３孔部６３３Ａが形成され、第１
導光板５１１の右上角部には、中保持部材５０４の背面右側に突設された第３位置決め用
ボス５７３Ｂが挿入可能な第３挿入部としての第３孔部６３３Ｂが形成されている。
【０１１７】
　また、第１導光板５１１の左下角部には、前保持部材５０３の側辺部５０３Ｌの背面下
部に突設された第３位置決め用ボス５４３Ａが挿入可能な第３挿入部としての第３孔部６
４３Ａが形成され、第１導光板５１１の右下角部には、前保持部材５０３の側辺部５０３
Ｒの背面下部に突設された第３位置決め用ボス５４３Ｂが挿入可能な第３挿入部としての
第３孔部６４３Ｂが形成されている。
【０１１８】
　これら第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ、６４３Ａ，６４３Ｂは、第１導光板５１１の周縁
から第１導光板５１１の板厚寸法Ｌ１５の２倍以上離れた位置に形成されている（例えば
、左端面５１１Ｂから第３孔部６３３Ａの中心までの離間寸法Ｌ２２＞Ｌ１５×２）こと
で、第１導光板５１１の周縁近傍の強度が孔部により著しく低下しないように適切に維持
されている。
【０１１９】
　図１９及び図２０に示すように、第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂの
直径Ｌ９は、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂの直径Ｌ１０
よりも長寸とされている（Ｌ９＞Ｌ１０）。よって第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３
Ａ，６４３Ｂに対応する第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂが
挿入された状態において、第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂと第３位置
決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂとの間に隙間Ｓ１６（Ｌ９－Ｌ１０
、約２．２ｍｍ）が上下左右方向に生じる。
【０１２０】
　尚、隙間Ｓ１６は、隙間Ｓ１，Ｓ１１よりも長寸とされている（Ｓ１６（Ｌ９－Ｌ１０
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）＞Ｓ１（Ｌ１－Ｌ２）、Ｓ１１（Ｌ５－Ｌ６），Ｓ１１）。また、第３位置決め用ボス
５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂの直径Ｌ１０は、第１位置決め用ボス５５１，
５７１の直径Ｌ２，Ｌ６よりも長寸とされ（Ｌ１０＞Ｌ２，Ｌ６）、第２位置決め用ボス
５５２，５７２，５４２の直径Ｌ４，Ｌ８よりも長寸とされている（Ｌ１０＞Ｌ４，Ｌ８
）。
【０１２１】
　また、図１５に示すように、第１導光板５１１の背面における周縁近傍位置には、第１
導光板５１１の製造時において、成型品である第１導光板５１１を図示しないエジャクタ
ピン（押出ピンともいう）により金型から押出して取出す際に形成される複数のエジェク
タピン跡６５０が形成されている。エジェクタピン跡６５０は、第１導光板５１１を金型
から取出す際にエジャクタピンにより押圧されることにより形成される凸部（例えば、突
出寸法約０．１ｍｍ程度）であり、注視しないと視認が困難な程度のものである。特に第
１導光板５１１の周縁における各孔部の近傍には、取出し時の破損を防止するために２箇
所ずつ形成されている。
【０１２２】
　このように構成された導光板装置５００は、図４及び図５に示すように、前保持部材５
０３と中保持部材５０４とにより、第２導光板５２１を前面側と背面側とから挟み込むよ
うに前取付位置に保持するとともに、前保持部材５０３及び中保持部材５０４と後保持部
材５０５とにより、第１導光板５１１を前面側と背面側とから挟み込むように後取付位置
に保持することができる。
【０１２３】
　詳しくは、第２導光板５２１の第１孔部６０１を前保持部材５０３の第１位置決め用ボ
ス５５１に挿入し、第２導光板５２１の第２孔部６０２を前保持部材５０３の第２位置決
め用ボス５５２に挿入し、第２導光板５２１を前保持部材５０３の背面側に配置した状態
で、第２導光板ＬＥＤ基板５２３及び第２集光レンズ５２４を取付けた中保持部材５０４
をネジＮ３により前保持部材５０３に取付けることで、前保持部材５０３と中保持部材５
０４とは、第２導光板５２１を前面側と背面側とから挟み込むように前取付位置に保持す
る。
【０１２４】
　第２位置決め用ボス５５２と第２孔部６０２とは、第２導光板５２１を前取付位置に取
付けた状態において、第２位置決め用ボス５５２と第２孔部６０２との間に生じる隙間Ｓ
２が第１位置決め用ボス５５１と第１孔部６０１との間に生じる隙間Ｓ１よりも大きく（
Ｓ２＞Ｓ１）、上端面５２１Ａに平行または略平行な特定方向（左右方向）への第２導光
板５２１の移動を許容する一方で該左右方向以外の方向（上下方向など）への第２導光板
５２１の移動を規制するように設けられる。尚、図１６に示すように、第２位置決め用ボ
ス５５２は、第２孔部６０２の長手方向の略中央位置に配置される。
【０１２５】
　次いで、第１導光板５１１の第１孔部６１１を中保持部材５０４の第１位置決め用ボス
５７１に挿入し、第１導光板５１１の第２孔部６１２を中保持部材５０４の第２位置決め
用ボス５７２に挿入し、第３孔部６３３Ａを中保持部材５０４の第３位置決め用ボス５７
３Ａに挿入し、第３孔部６３３Ｂを中保持部材５０４の第３位置決め用ボス５７３Ｂに挿
入する。一方、第１導光板５１１の第２孔部６２２を前保持部材５０３の第２位置決め用
ボス５４２に挿入し、第１導光板５１１の第３孔部６４３Ａを前保持部材５０３の第３位
置決め用ボス５４３Ａに挿入し、第１導光板５１１の第３孔部６４３Ｂを前保持部材５０
３の第３位置決め用ボス５４３Ｂに挿入する。
【０１２６】
　そして、第１導光板５１１を中保持部材５０４の背面側に配置した状態で、後保持部材
５０５の上辺部５０５ＨをネジＮ１により中保持部材５０４に取付け、後保持部材５０５
の左右の側辺部５０５Ｌ，５０５ＲをネジＮ２により前保持部材５０３に取付けることで
、中保持部材５０４と後保持部材５０５とは、第１導光板５１１を前面側と背面側とから
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挟み込むように後取付位置に保持する。
【０１２７】
　第２位置決め用ボス５７２と第２孔部６１２とは、第１導光板５１１を後取付位置に取
付けた状態において、第２位置決め用ボス５７２と第２孔部６１２との間に生じる隙間Ｓ
１２が第１位置決め用ボス５７１と第１孔部６１１との間に生じる隙間Ｓ１１よりも大き
く、上端面５１１Ａに平行または略平行な特定方向（左右方向）への第１導光板５１１の
移動を許容する一方で該左右方向以外の方向（上下方向など）への第１導光板５１１の移
動を規制するように設けられる。
【０１２８】
　また、第２位置決め用ボス５４２と第２孔部６２２とは、第１導光板５１１を後取付位
置に取付けた状態において、第２位置決め用ボス５４２と第２孔部６２２との間に生じる
隙間Ｓ１４が第１位置決め用ボス５７１と第１孔部６１１との間に生じる隙間Ｓ１１より
も大きく（Ｓ１４＞Ｓ１１）、左端面５１１Ｂに平行または略平行な特定方向（上下方向
）への第１導光板５１１の移動を許容する一方で該上下方向以外の方向（左右方向など）
への第１導光板５１１の移動を規制するように設けられる。
【０１２９】
　また、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂと第３孔部６３３
Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂとの隙間Ｓ１６は、第１導光板５１１における第３位
置決め用ボスの軸心に対し直交する全方向（左右上下方向）への移動を許容する。
【０１３０】
　図１６に示すように、第２位置決め用ボス５７２は、第２孔部６１２の長手方向の略中
央位置に配置され、第２位置決め用ボス５４２は、第２孔部６２２の長手方向の略中央位
置に配置され、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂは、第３孔
部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂの略中央位置に配置される。
【０１３１】
　また、前保持部材５０３の背面側に中保持部材５０４が取付けられ、前保持部材５０３
及び中保持部材５０４の背面側に後保持部材５０５が取付けられることで、前取付位置に
第２導光板５２１が保持されるとともに後取付位置に第１導光板５１１が保持された状態
で前保持部材５０３、中保持部材５０４及び後保持部材５０５が一体化される。
【０１３２】
　また、第１導光板５１１と第２導光板５２１を前保持部材５０３、中保持部材５０４及
び後保持部材５０５により前取付位置と後取付位置とに保持した状態において、前保持部
材５０３の背面には中保持部材５０４が所定の隙間を隔てて配置され、中保持部材５０４
の背面には後保持部材５０５が所定の隙間を隔てて配置される。
【０１３３】
　第２導光板５２１を前保持部材５０３と中保持部材５０４とにより保持した状態におい
て、第２導光板５２１の下辺部を除く周縁部は、前保持部材５０３と中保持部材５０４の
周縁部とにより前後から挟持される。特に第２導光板５２１の背面における下辺部を除く
周縁部には、中保持部材５０４の凸条５６２Ｆが近接して配置される。
【０１３４】
　また、図２４に示すように、第２導光板５２１は、上端面５２１Ａが第２集光レンズ５
２４の各凸部５９０の出射面５９０Ａに近接して配置される。つまり、上端面５２１Ａが
各第２導光板ＬＥＤ５２２を通る直線と平行又は略平行をなすように配置される。
【０１３５】
　一方、第１導光板５１１を前保持部材５０３及び中保持部材５０４と後保持部材５０５
により保持した状態において、第１導光板５１１の上辺部は、中保持部材５０４と後保持
部材５０５の周縁部とにより前後から挟持される。特に第１導光板５１１の前面における
上辺部には、中保持部材５０４の凸条５６２Ｂが近接して配置される。また、後保持部材
５０５の前面に形成された凸条５８１が、第１集光レンズ５１４の背面に左右方向にわた
り当接するようになっている。
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【０１３６】
　また、図２４に示すように、第１導光板５１１は、上端面５１１Ａが第１集光レンズ５
１４の各凸部５９０の出射面５９０Ａに近接して配置される。つまり、上端面５１１Ａが
各第１導光板ＬＥＤ５１２を通る直線と平行又は略平行をなすように配置される。また、
左端面５１１Ｂが第１集光レンズ５１９の各凸部５９０の出射面５９０Ａに近接して配置
される。つまり、左端面５１１Ｂが各第１導光板ＬＥＤ５１７を通る直線と平行又は略平
行をなすように配置される。
【０１３７】
　第２導光板５２１を前保持部材５０３と中保持部材５０４とにより保持した状態におい
て、第２導光板５２１と中保持部材５０４との間に隙間が設けられる。また、第１導光板
５１１を中保持部材５０４と後保持部材５０５とにより保持した状態において、第１導光
板５１１と中保持部材５０４との間に隙間が設けられる。
【０１３８】
　詳しくは、例えば、図１７の拡大図に示すように、中保持部材５０４の凸条５６２Ｆと
第２導光板５２１の背面との間には隙間Ｓ２０が設けられ、中保持部材５０４の凸条５６
２Ｂと第１導光板５１１の前面との間には隙間Ｓ２１が設けられる。これら隙間Ｓ２０，
２１は、第２導光板５２１や第１導光板５１１の板厚寸法Ｌ１５以下の寸法（例えば、約
０．２ｍｍ程度）とされている（Ｓ２０，Ｓ２１＜Ｌ１５）。
【０１３９】
　また、例えば、図１９の拡大図に示すように、第３位置決め用ボス５７３Ａの中保持部
材５０４の背面からの突出長さＬ３０は、上記隙間Ｓ２１よりも長寸とされている（Ｌ３
０＞Ｓ２１）ことで、第３位置決め用ボス５７３Ａと後保持部材５０５との間から第１導
光板５１１が抜けてしまうことが防止されている。
【０１４０】
　また、例えば、図８及び図２１（Ａ）、（Ｂ）に示すように、保持体としての前保持部
材５０３の左右の側辺部５０３Ｌ，５０３Ｒには、第１導光板５１１を保持した状態にお
いて該第１導光板５１１と対向する凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒが、内壁部５４８Ｌ，５４
８Ｒの後端縁部に形成されている。そしてこの凸部５４９Ａと第１導光板５１１の前面と
の間に隙間Ｓ２２が設けられる。これら隙間Ｓ２２は、第２導光板５２１や第１導光板５
１１の板厚寸法Ｌ１５以下の寸法（例えば、約０．２ｍｍ程度）とされている（Ｓ２２＜
Ｌ１５）。
【０１４１】
　また、図８（Ａ）に示すように、第１導光板５１１を中保持部材５０４と後保持部材５
０５とで挟持した状態において、凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒは、第１導光板５１１の背面
に形成されたエジェクタピン跡６５０と対向しない位置に配置されている。詳しくは、第
１導光板５１１が中保持部材５０４と後保持部材５０５とにより保持された状態において
、第１導光板５１１の左側辺に形成された各エジェクタピン跡６５０は、凹凸部５４９Ｌ
，５４９Ｒよりも内側、つまり、周縁から離れた位置に形成されているため、エジェクタ
ピン跡６５０が凸部５４９Ａと接触することにより第１導光板５１１の表面に傷が付くこ
とが抑制されている。
【０１４２】
　図２６及び図２７に示すように、このように構成された導光板装置５００にあっては、
第１導光板５１１及び第２導光板５２１を保持体としての前保持部材５０３，中保持部材
５０４及び後保持部材５０５により、第１導光板５１１及び第２導光板５２１の周縁の一
部（上辺部及び左右側辺部）を前後側から挟持するように保持することで、保持体におけ
る前取付位置に第２導光板５２１が取付けられ、前取付位置よりも後方の後取付位置に第
１導光板５１１が取付けられる。
【０１４３】
　そして、このように２枚の第１導光板５１１及び第２導光板５２１が前保持部材５０３
，中保持部材５０４及び後保持部材５０５により保持された状態において、前側の第２導
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光板５２１の前面周縁部には前保持部材５０３が対向して配置されるとともに（図２７（
Ａ）参照）、背面周縁部には中保持部材５０４が対向して配置され（図２７（Ｂ）参照）
、後側の第１導光板５１１の前面周縁部には中保持部材５０４が対向して配置されるとと
もに（図２７（Ｃ）参照）、背面周縁部には後保持部材５０５が対向して配置される（図
２７（Ｄ）参照）。
【０１４４】
　特に、第２導光板５２１の背面における上辺部及び左右斜辺部には、中保持部材５０４
の凸条５６２Ｆが近接して配置される。また、第１導光板５１１の前面における上辺部及
び左右斜辺部には、中保持部材５０４の凸条５６２Ｂが近接して配置され、背面における
上辺部及び左右側辺部には、後保持部材５０５の凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒの凸部５４９
Ａが近接して配置される。これら凸条５６２Ｆ，５６２Ｂと凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒの
凸部５４９Ａとは、保持体の保持部として機能する。
【０１４５】
　また、本実施例では、第１導光板５１１及び第２導光板５２１の前後面が前保持部材５
０３，中保持部材５０４及び後保持部材５０５により保持される一方で、第１位置決め用
ボス５７１，５５１、第２位置決め用ボス５７２，５５２，５４２、第３位置決め用ボス
５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂが第１孔部６０１，６１１、第２孔部６０２，
６１２，６２２、第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂにそれぞれ挿入され
ることで、第１導光板５１１及び第２導光板５２１の保持体に対する取付位置が決定され
、保持体からの下方への逸脱が防止される。
【０１４６】
　次に、図２２及び図２３に基づいて、第１導光板５１１及び第２導光板５２１の熱膨張
について説明する。
【０１４７】
　第１導光板５１１及び第２導光板５２１は、アクリル樹脂材により板厚寸法Ｌ１５が約
２．５ｍｍの透明板からなるため、前述したように、パチンコ遊技機１の内部の温度変化
に応じて伸び縮みが生じる。
【０１４８】
　本実施例では、例えば、図２３に示すように、第１導光板５１１における第１孔部６１
１と第３孔部６４３Ｂまでの離間寸法Ｌ４０は約４４２ｍｍであり、この場合、製造上の
寸法公差は±０．６ｍｍ程度となり、４０度の温度変化に対し最大で約１．６ｍｍ程度の
伸びが発生する。よって、第１孔部６１１と第３孔部６４３Ｂの位置が固定されていると
、温度変化により約１６．３ｍｍ程度の不可逆的な反りが発生することがある。
【０１４９】
　まず、第２導光板５２１について説明すると、図２２（Ａ）に示すように、第２導光板
５２１を前保持部材５０３と中保持部材５０４とにより保持した状態において、第１孔部
６０１には第１位置決め用ボス５５１が嵌合され、第２孔部６０２の左右方向の略中央位
置には第２位置決め用ボス５５２が挿入される。
【０１５０】
　図２２（Ｂ）に示すように、第２導光板５２１が熱膨張する場合、第２導光板５２１は
、前保持部材５０３と中保持部材５０４に対し相対移動することになるが、第１孔部６０
１が前保持部材５０３に形成された第１位置決め用ボス５５１に嵌合されていることで、
第１孔部６０１を基準として放射状（図中矢印方向）に伸長することになる。
【０１５１】
　ここで、第１孔部６０１及び第２孔部６０２は、第２集光レンズ５２４の出射面５９０
Ａから出射される光が入射される上端面５２１Ａの近傍に設けられており、また、第１位
置決め用ボス５５１との上下方向の隙間Ｓ１及び第２位置決め用ボス５５２との上下方向
の隙間Ｓ３は小さいため、第１孔部６０１及び第２孔部６０２から上方向への伸び幅を小
さく抑えることができる。よって、第２導光板５２１の上端面５２１Ａが上方の第２集光
レンズ５２４側に伸長することで、第２集光レンズ５２４との離間寸法が左右方向の一の
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位置（例えば、右側位置）と他の位置（例えば、左側位置）との間で異なる、つまり、第
２集光レンズ５２４の出射面５９０Ａと上端面５２１Ａとの位置関係がずれてしまったり
、上端面５２１Ａが第２集光レンズ５２４に接触するなどして、第２集光レンズ５２４が
傷付いたり破損したりすることが防止される。
【０１５２】
　一方、第２位置決め用ボス５５２と第２孔部６０２との隙間Ｓ２が隙間Ｓ１よりも大き
いことで、第１孔部６０１を基準とする左方向への伸びは許容されるため、図２２（Ｂ）
に示すように、第２孔部６０２が第２位置決め用ボス５５２に対し左側に大きくずれた場
合でも、第２導光板５２１を前取付位置に位置決めするための第２位置決め用ボス５５２
を押圧して折ってしまうことを回避できるため、前保持部材５０３及び中保持部材５０４
に対する位置ずれにより、第２集光レンズ５２４から上端面５２１Ａへの光の入射に悪影
響が及ぶことを防止できる。
【０１５３】
　尚、第２導光板５２１は、上辺部の第１孔部６０１と第２孔部６０２以外に位置決め用
の孔部は設けられていないため、第１孔部６０１を基準とする下方への伸びは許容される
ことになる。
【０１５４】
　次に、第１導光板５１１について説明すると、図２３（Ａ）に示すように、第１導光板
５１１を前保持部材５０３及び中保持部材５０４と後保持部材５０５により保持した状態
において、第１孔部６１１には第１位置決め用ボス５７１が嵌合され、第２孔部６１２の
左右方向の略中央位置には第２位置決め用ボス５７２が挿入され、第２孔部６２２の上下
方向の略中央位置には第２位置決め用ボス５４２が挿入される。また、第３孔部６３３Ａ
，６３３Ｂの略中央位置には、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂが、第３孔部６３
３Ａ，６３３Ｂの中心に軸心が位置するように設けられ、第３孔部６４３Ａ，６４３Ｂの
略中央位置には、第３位置決め用ボス５４３Ａ，５４３Ｂが、第３孔部６４３Ａ，６４３
Ｂの中心に軸心が位置するように設けられる。
【０１５５】
　図２３（Ｂ）に示すように、第１導光板５１１が熱膨張する場合、第１導光板５１１は
、前保持部材５０３、中保持部材５０４及び後保持部材５０５に対し相対移動することに
なるが、第１孔部６１１が中保持部材５０４に形成された第１位置決め用ボス５７１に嵌
合されていることで、第１孔部６１１を基準として放射状（図中矢印方向）に伸長するこ
とになる。
【０１５６】
　ここで、第１孔部６１１及び第２孔部６１２は、第１集光レンズ５１４の出射面５９０
Ａから出射される光が入射される上端面５１１Ａの近傍に設けられており、また、第１孔
部６０１と第１位置決め用ボス５７１との上下方向の隙間Ｓ１１及び第２孔部６０２と第
２位置決め用ボス５７２との上下方向の隙間Ｓ１３は小さいため、第１孔部６１１及び第
２孔部６１２から上方向への伸び幅を小さく抑えることができる。よって、第１導光板５
１１の上端面５１１Ａが上方の第１集光レンズ５１４側に伸長することで、第１集光レン
ズ５１４との離間寸法が左右方向の一の位置（例えば、右側位置）と他の位置（例えば、
左側位置）との間で異なる、つまり、第１集光レンズ５１４の出射面５９０Ａと上端面５
１１Ａとの位置関係がずれてしまったり、上端面５１１Ａが第１集光レンズ５１４に接触
するなどして、第１集光レンズ５１４が傷付いたり破損したりすることが防止される。
【０１５７】
　一方、第２位置決め用ボス５７２と第２孔部６１２との隙間Ｓ１２が隙間Ｓ１１よりも
大きいことで、第１孔部６１１を基準とする右方向への伸びは許容されるため、図２３（
Ｂ）に示すように、第２孔部６１２が第２位置決め用ボス５７２に対し右側に大きくずれ
た場合でも、第１導光板５１１を後取付位置に位置決めするための第２位置決め用ボス５
７２を押圧して折ってしまうことを回避できるため、前保持部材５０３、中保持部材５０
４及び後保持部材５０５に対する位置ずれにより、第１集光レンズ５１４から上端面５１
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１Ａへの光の入射に悪影響が及ぶことを防止できる。
【０１５８】
　また、第１孔部６１１及び第２孔部６２２は、第１集光レンズ５１９の出射面５９０Ａ
から出射される光が入射される左端面５１１Ｂの近傍に設けられており、また、第１孔部
６１１と第１位置決め用ボス５７１との左右方向の隙間Ｓ１１及び第２孔部６１２と第２
位置決め用ボス５４２との左右方向の隙間Ｓ１５は小さいため、第１孔部６１１及び第２
孔部６２２から左方向への伸び幅を小さく抑えることができる。よって、第１導光板５１
１の左端面５１１Ｂが左方の第１集光レンズ５１９側に伸長することで、第１集光レンズ
５１９との離間寸法が上下方向の一の位置（例えば、上側位置）と他の位置（例えば、下
側位置）との間で異なる、つまり、第１集光レンズ５１９の出射面５９０Ａと左端面５１
１Ｂとの位置関係がずれてしまったり、左端面５１１Ｂが第１集光レンズ５１９に接触す
るなどして、第１集光レンズ５１９が傷付いたり破損したりすることが防止される。
【０１５９】
　一方、第２位置決め用ボス５４２と第２孔部６２２との隙間Ｓ１４が隙間Ｓ１１よりも
大きいことで、第１孔部６１１を基準とする下方向への伸びは許容されるため、図２３（
Ｂ）に示すように、第２孔部６２２が第２位置決め用ボス５７２に対し下側に大きくずれ
た場合でも、第１導光板５１１を後取付位置に位置決めするための第２位置決め用ボス５
４２を押圧して折ってしまうことを回避できるため、前保持部材５０３、中保持部材５０
４及び後保持部材５０５に対する位置ずれにより、第１集光レンズ５１９から左端面５１
１Ｂへの光の入射に悪影響が及ぶことを防止できる。
【０１６０】
　また、第１導光板５１１の四隅に形成された第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，
６４３Ｂと第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂとの間の隙間Ｓ
１６が第１孔部６１１と第１位置決め用ボス５７１との隙間Ｓ１１より大きいことで、第
１孔部６１１を基準とする前後左右方向（全方向）への伸びは許容されるため、図２３（
Ｂ）に示すように、各第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂが各第３位置決
め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂに対し任意の方向に大きくずれた場合
でも、第１導光板５１１を後取付位置に位置決めするための第３位置決め用ボス５７３Ａ
，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂを押圧して折ってしまうことを回避できるため、前保持
部材５０３、中保持部材５０４及び後保持部材５０５に対する位置ずれにより、第１集光
レンズ５１４，５１９から上端面５１１Ａや左端面５１１Ｂへの光の入射に悪影響が及ぶ
ことを防止できる。
【０１６１】
　尚、図２２及び図２３では、第１導光板５１１や第２導光板５２１が熱膨張した場合に
ついて説明したが、例えば、冬季における製造時、保管時、遊技場の非営業時などにおい
てパチンコ遊技機１の内部温度が低下して第１導光板５１１や第２導光板５２１が収縮し
た場合にあっては、特に図示はしないが、第１孔部６０１，６１１を基準として放射状に
収縮、つまり、第１導光板５１１や第２導光板５２１の周縁部が第１孔部６０１，６１１
に向けて移動するように収縮する。
【０１６２】
　このような場合でも、第２孔部６０２，６１２，６２２の長手方向の略中央位置に第２
位置決め用ボス５５２，５７２，５４２が挿入されており、また、第３孔部６３３Ａ，６
３３Ｂの略中央位置には、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂが、第３孔部６３３Ａ
，６３３Ｂの中心に軸心が位置するように設けられ、第３孔部６４３Ａ，６４３Ｂの略中
央位置には、第３位置決め用ボス５４３Ａ，５４３Ｂが、第３孔部６４３Ａ，６４３Ｂの
中心に軸心が位置するように設けられることで、第２位置決め用ボス５５２，５７２，５
４２及び第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂに対する第２孔部
６０２，６１２，６２２及び第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂの第１孔
部６０１，６１１側への移動が許容されるため、第２位置決め用ボス５５２，５７２，５
４２及び第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂの破損が防止され
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る。
【０１６３】
　次に、導光板装置５００による演出表示態様について、図２４及び図２５に基づいて説
明する。図２４は、（Ａ）は第２演出表示態様、（Ｂ）は第１演出表示態様を示す説明図
である。図２５は、（Ａ）はＬＥＤ、集光レンズ、導光板の導光態様を示す図、（Ｂ）は
図２４（Ａ）のＬ－Ｌ断面図である。
【０１６４】
　図２４（Ａ）及び図２５に示すように、第２導光板ＬＥＤ５２２を点灯すると、第２導
光板ＬＥＤ５２２からの光が第２集光レンズ５２４の入射面５９１Ａに入射され、第２集
光レンズ５２４の内部を反射しながら導光されて出射面５９０Ａから出射され、第２導光
板５２１の上端面５２１Ａに入射される。そして、上端面５２１Ａから入射された光が内
部で反射しながら導光され、反射部５９６にて前方に向けて反射されることで、第２導光
板５２１を正面から見たときに、第２導光板５２１における反射部５９６に対応する領域
が発光することにより、「激熱！」なる文字が発光表示される第２演出表示が行われる。
【０１６５】
　また、第１導光板ＬＥＤ５１２を点灯すると、第１導光板ＬＥＤ５１２からの光が第１
集光レンズ５１４の入射面５９１Ａに入射され、第１集光レンズ５１４の内部を反射しな
がら導光されて出射面５９０Ａから出射され、第１導光板５１１の上端面５１１Ａに入射
される。そして、上端面５１１Ａから入射された光が内部で反射しながら導光され、反射
部５９８にて前方に向けて反射されることで、第１導光板５１１を正面から見たときに、
第１導光板５１１における反射部５９８に対応する領域が発光することにより、「激熱！
」なる文字が発光表示される第２演出表示が行われる。尚、可動体３０１が待機位置に位
置している場合、該可動体３０１の前面側に「激熱！」なる文字が発光表示される。
【０１６６】
　尚、第１導光板ＬＥＤ５１２と第２導光板ＬＥＤ５２２とを同時に点灯させた場合は、
第２導光板５２１と第１導光板５１１双方で「激熱！」なる文字が前後に重畳して発光表
示される。
【０１６７】
　一方、左側の第１導光板ＬＥＤ５１７を点灯すると、第１導光板ＬＥＤ５１７からの光
が第１集光レンズ５１９の入射面５９１Ａに入射され、第１集光レンズ５１９の内部を反
射しながら導光されて出射面５９０Ａから出射され、第１導光板５１１の左端面５１１Ｂ
に入射される。そして、左端面５１１Ｂから入射された光が内部で反射しながら導光され
、反射部５９８にて前方に向けて反射されることで、第１導光板５１１を正面から見たと
きに、第１導光板５１１における反射部５９８に対応する領域が発光することにより、エ
フェクトが発光表示される第１演出表示が行われる。尚、可動体３０１が演出位置に位置
している場合、該可動体３０１の周囲にエフェクトが発光表示される。
【０１６８】
　本実施例において、演出制御用ＣＰＵ１２０は、大当りの可能性を示唆する大当り予告
演出として、「激熱！」なる文字を発光表示する第２演出表示を実行可能としている。つ
まりこの第２演出表示は、遊技者に対し大当りの可能性が高いことを示唆する文字であり
、第１導光板５１１や第２導光板５２１の熱膨張により好適な発光表示が行われず遊技者
が文字を認識できないと予告演出としての意味をなさなくなるものであるため、単に演出
位置へ移動した可動体３０１の周囲を装飾するエフェクトが発光表示される第１演出表示
よりも重要度が高い演出とされている。詳しくは、前述したように第１導光板５１１や第
２導光板５２１が熱膨張したことにより、出射面５９０Ａと上端面５１１Ａ，５２１Ａと
の位置関係がずれてしまったり、第２集光レンズ５２４や第１集光レンズ５１４が破損す
ることにより、「激熱！」なる文字を遊技者が認識可能な態様で発光表示することができ
なくなった場合、大当りの可能性を示唆することができなくなり、これにより遊技者の期
待感を好適に向上させることができなくなる虞がある。
【０１６９】
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　一方、エフェクトについては、第１導光板５１１が熱膨張したことにより、出射面５９
０Ａと左端面５１１Ｂとの位置関係がずれてしまったり、第１集光レンズ５１９が破損す
ることによりエフェクトを遊技者が認識可能な態様で発光表示することができなくなった
場合、装飾性は低下するものの、大当りの可能性を示唆することができなくなるというこ
とはない。
【０１７０】
　よって、本実施例では、第１演出表示よりも重要度が高い第２演出表示を実行する際に
発光させる第１導光板ＬＥＤ５１２、第２導光板ＬＥＤ５２２に対応する部位については
、第１導光板５１１や第２導光板５２１の熱膨張により第２集光レンズ５２４や第１集光
レンズ５１４と上端面５１１Ａ，５２１Ａとの位置関係が変化しないように、第１導光板
５１１や第２導光板５２１において、各第１孔部６０１，６１１と各第２孔部６０２，６
１２とは、直線ＬＮ２，ＬＮ４が上端面５１１Ａ，５２１Ａに沿う直線ＬＮ１，ＬＮ３に
対し平行をなすように設けられている。
【０１７１】
　尚、本実施例では、第２孔部６２２については、第１孔部６１１と第２孔部６２２とを
通過する直線が左端面５１１Ｂに沿う直線に対し平行をなすように設けられていなかった
が、第１孔部６１１と第２孔部６２２とを通過する直線が左端面５１１Ｂに沿う直線に対
し平行をなすように設けてもよい。
【０１７２】
　以上説明したように、本発明の実施例としてのパチンコ遊技機１にあっては、発光手段
としての第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２と、第１導光板ＬＥ
Ｄ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光が上端面５１１Ａ，５２１Ａ、左端
面５１１Ｂから入射されることにより演出表示（発光表示）を行うことが可能な第１導光
板５１１及び第２導光板５２１と、第１導光板５１１、第２導光板５２１が取付けられる
被取付部としての前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５と、を備え、
被取付部は、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２に対する第１導
光板５１１、第２導光板５２１の位置決め用のボスとして、第１位置決め用ボス５７１，
５５１と第２位置決め用ボス５７２，５５２，５４２とを含む複数の位置決め用ボスを有
し、第１導光板５１１、第２導光板５２１は、第１位置決め用ボス５７１，５５１が挿入
可能な第１挿入部としての第１孔部６０１，６１１と、第２位置決め用ボス５７２，５５
２が挿入可能な第２挿入部としての第２孔部６０２，６１２，６２２とを含む複数の挿入
部を有し、第２位置決め用ボス５７２，５５２，５４２と第２孔部６０２，６１２，６２
２とは、第１導光板５１１、第２導光板５２１を被取付部に取付けた状態において、第２
位置決め用ボス５７２，５５２，５４２と第２孔部６０２，６１２，６２２との間に生じ
る隙間Ｓ２，Ｓ１２，Ｓ１４が第１位置決め用ボス５７１，５５１と第１孔部６０１，６
１１，６２２との間に生じる隙間Ｓ１，Ｓ１１よりも大きく、上端面５１１Ａ，５２１Ａ
、左端面５１１Ｂに平行または略平行な特定方向への第１導光板５１１、第２導光板５２
１の移動を許容する一方で該特定方向以外の方向への第１導光板５１１、第２導光板５２
１の移動を規制するように設けられる。
【０１７３】
　このようにすることで、第２位置決め用ボス５７２，５５２，５４２と第２孔部６０２
，６１２，６２２とにより第１導光板５１１、第２導光板５２１の第１導光板ＬＥＤ５１
２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２側への移動が規制されることで、熱膨張時の入光状
況の変化（例えば、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張により上端面５１１Ａ
，５２１Ａが出射面５９０Ａに近づくなど、上端面５１１Ａ，５２１Ａと出射面５９０Ａ
との離間距離が変化する）を抑えることができるので、第１導光板５１１、第２導光板５
２１の熱膨張に対し好適に対応できる。
【０１７４】
　尚、前記第１位置決め用ボスと前記第１挿入部との間の隙間（例えば、隙間Ｓ１，Ｓ１
１）は、前記第２位置決め用ボスと前記第２挿入部との間の隙間（例えば、隙間Ｓ２，Ｓ
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１２，Ｓ１４）よりも小さいものであればよく、前記第１位置決め用ボスと前記第１挿入
部との間に隙間がないものを含む。
【０１７５】
　また、第２孔部６０２，６１２，６２２は、第１導光板５１１、第２導光板５２１の周
縁（入射面）近傍に設けられることが好ましい。詳しくは、第１導光板５１１、第２導光
板５２１の周縁（入射面）から第２孔部６０２，６１２，６２２までの離間距離は、周縁
（入射面）から第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂまでの離間
距離よりも小さい距離であることが好ましい。具体的には、第１導光板５１１、第２導光
板５２１の板厚寸法Ｌ１５の２倍以上離れた位置であって、板厚寸法Ｌ１５の３倍以下の
範囲となることが好ましい。
【０１７６】
　また、第１孔部６０１，６１１と第２孔部６０２，６１２とは、第１孔部６０１，６１
１と第２孔部６０２，６１２とを結ぶ直線ＬＮ２，ＬＮ４が上端面５１１Ａに沿うＬＮ３
，上端面５２１Ａに沿うＬＮ１と平行または略平行となるように設けられている。
【０１７７】
　このようにすることで、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対
応できる。詳しくは、第１導光板５１１、第２導光板５２１の周縁（入射面）から第１孔
部６０１，６１１までの第１離間距離と第１導光板５１１、第２導光板５２１の周縁（入
射面）から第２孔部６０２，６１２までの第２離間距離とが同じになることで、熱膨張に
よる伸び縮みによる影響がほぼ同様に作用するため、第１孔部６０１，６１１側と第２孔
部６０２，６１２側とで上端面５１１Ａ，５２１Ａとの位置関係が異なってしまうことを
抑制できる。
【０１７８】
　さらに、第１孔部６０１，６１１と第２孔部６０２，６１２，６２２とは、上端面５１
１Ａ，５２１Ａ、左端面５１１Ｂに対応する位置であって、第１導光板ＬＥＤ５１２，５
１７、第２導光板ＬＥＤ５２２に対応しない位置に設けられることが好ましい。このよう
にすることで、第１孔部６０１，６１１や第２孔部６０２，６１２，６２２が上端面５１
１Ａ，５２１Ａ、左端面５１１Ｂから第１導光板５１１、第２導光板５２１内部に入射さ
れた光に影響を及ぼすことを極力回避できる。
【０１７９】
　また、複数の位置決め用ボスは、第１位置決め用ボス５７１，５５１よりも第１導光板
ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２から遠い位置に設けられる第３位置決め
用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂを有し、複数の挿入部は、第３位置決め
用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂが挿入可能な第３挿入部としての第３孔
部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂを有し、第１導光板５１１、第２導光板５２
１を被取付部に取付けた状態において、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３
Ａ，５４３Ｂと第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂとの間に隙間Ｓ１６が
設けられる。
【０１８０】
　このようにすることで、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対
応できる。詳しくは、第１導光板５１１、第２導光板５２１において、第１導光板ＬＥＤ
５１２，５１７や第２導光板ＬＥＤ５２２から第１位置決め用ボス５７１，５５１よりも
遠い位置でも位置決めできるので、熱膨張に対応しつつ、第１導光板５１１、第２導光板
５２１を安定して保持できる。
【０１８１】
　また、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂと第３孔部６３３
Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂとの間の隙間Ｓ１６は、第１導光板５１１、第２導光
板５２１における第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂの軸心に
対し直交する全方向（上下左右方向）への移動を許容する。
【０１８２】
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　このようにすることで、第１位置決め用ボス５７１，５５１に対し任意の位置において
も第１導光板５１１、第２導光板５２１を安定して位置決めすることができるため、第１
導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対応できる。
【０１８３】
　また、第１導光板５１１、第２導光板５２１には、第１孔部６０１，６１１がそれぞれ
１つのみ設けられる一方で、第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂが複数設
けられる。
【０１８４】
　このようにすることで、第１導光板５１１、第２導光板５２１を安定して位置決めする
ことができるため、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対応でき
る。
【０１８５】
　また、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂの直径Ｌ２，Ｌ６
は、第１位置決め用ボス５７１，５５１の直径Ｌ１０よりも大きい（Ｌ１０＞Ｌ２，Ｌ６
）。
【０１８６】
　このようにすることで、第１位置決め用ボス５７１，５５１から離れることで熱膨張の
影響が大きくなっても壊れにくいので、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に
対し好適に対応できる。また、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７や第２導光板ＬＥＤ５２
２に対し、第１位置決め用ボス５７１，５５１よりも離れた位置に設けられることで、第
３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂを大きくしても、第１導光板５１１、第
２導光板５２１の内部に入射された光の影響を受けにくいので、第３位置決め用ボス５７
３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂを大きくして強固に位置決めできる。
【０１８７】
　複数の挿入部（例えば、第１孔部６０１，６１１、第２孔部６０２，６１２、第３孔部
６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂ）は、第１導光板５１１、第２導光板５２１の
周縁から該導光板の板厚寸法Ｌ１５の２倍以上離れた位置に設けられている。
【０１８８】
　このようにすることで、第１導光板５１１、第２導光板５２１の強度を適切に維持する
ことができる。
【０１８９】
　発光手段は、第１発光手段としての第１導光板ＬＥＤ５１７と該第１発光手段とは異な
る第２発光手段としての第１導光板ＬＥＤ５１２、第２導光板ＬＥＤ５２２とを有し、第
１導光板５１１は、第１導光板ＬＥＤ５１７から光が入射されることにより第１演出表示
（例えば、エフェクト）を表示可能であり、第１導光板ＬＥＤ５１２、第２導光板ＬＥＤ
５２２から光が入射されることにより前記第１演出表示よりも重要度が高い第２演出表示
（例えば、「激熱！」なる文字）を表示可能であり、第１孔部６０１，６１１と第２孔部
６０２，６１２とは、第１孔部６０１，６１１と第２孔部６０２，６１２とを結ぶ直線Ｌ
Ｎ２，ＬＮ４が第１導光板ＬＥＤ５１２、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光が入射される
端面と平行または略平行となるように設けられている。
【０１９０】
　このようにすることで、熱膨張による演出表示の影響が重要度の高い演出表示に対して
及ぶことを抑制できる一方で、重要度が低い第１演出表示を実行する際に発光する第１導
光板ＬＥＤ５１７に対応して設けられた第２孔部６２２は、強度等を優先した好適な位置
に設けることができるため、第１導光板５１１、第２導光板５２１の強度を適切に維持す
ることができる。
【０１９１】
　また、上記各位置決め用ボスは、前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５
０５における導光板の前後面との対向位置に形成されていることで、遊技者側から見える
ことがないので、見栄えを損ねることがない。
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【０１９２】
　また、本実施例では、第１導光板５１１及び第２導光板５２１は、上辺部及び左右側辺
部が保持体により保持され、第１位置決め用ボス５７１，５５１及び第１孔部６１１，６
０１と、第２位置決め用ボス５７２，５５２及び第２孔部６１２，６０２とは、第１導光
板５１１及び第２導光板５２１の上部左右側に設けられていることで、第１導光板５１１
及び第２導光板５２１の保持体により保持されていない下辺部側への熱膨張を許容しつつ
、集光レンズとの位置関係の変化を抑制することができる。
【０１９３】
　また、本発明の実施例としてのパチンコ遊技機１にあっては、発光手段としての第１導
光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２と、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１
７、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光が上端面５１１Ａ，５２１Ａ、左端面５１１Ｂから
入射されることにより演出表示（発光表示）を行うことが可能な第１導光板５１１、第２
導光板５２１と、第１導光板５１１、第２導光板５２１を前取付位置や後取付位置に保持
するための保持体としての前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５と、
を備え、前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５は、第１導光板５１１
、第２導光板５２１を一面（前面）側と他面（背面）側とから挟み込むように前取付位置
や後取付位置に保持可能であり、第１導光板５１１、第２導光板５２１を前保持部材５０
３，中保持部材５０４，後保持部材５０５により保持した状態において、第１導光板５１
１、第２導光板５２１と前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５との間
に隙間Ｓ２０，Ｓ２１，Ｓ２２が設けられる。
【０１９４】
　このようにすることで、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対
応できる。詳しくは、前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５は、第１
導光板５１１や第２導光板５２１の周縁部を前面側と背面側とから挟み込むように保持す
る構造であるため、設計上、第１導光板５１１や第２導光板５２１との間に隙間Ｓ２０，
Ｓ２１，Ｓ２２（クリアランス）を設けることで、熱膨張に対し逃げがなくなって反りが
生じてしまうことを好適に回避することができる。
【０１９５】
　また、隙間Ｓ２０，Ｓ２１，Ｓ２２は、第１導光板５１１、第２導光板５２１の板厚寸
法よりも小さい（図１７、Ｓ２０，Ｓ２１，Ｓ２２＜Ｌ１５）。
【０１９６】
　このようにすることで、隙間Ｓ２０，Ｓ２１，Ｓ２２から第１導光板５１１、第２導光
板５２１が抜けるのを防止しつつ、第１導光板５１１、第２導光板５２１の熱膨張に対し
好適に対応できる。
【０１９７】
　また、保持体は、第１部材（例えば、中保持部材５０４）と第２部材（例えば、後保持
部材５０５）とから構成され、第１部材には、発光手段に対する第１導光板５１１、第２
導光板５２１の第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂが設けられ
、第１導光板５１１、第２導光板５２１には、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，
５４３Ａ，５４３Ｂが挿入可能な挿入部としての第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ
，６４３Ｂが設けられ、第１導光板５１１、第２導光板５２１を前記保持体により保持し
た状態において、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂの突出寸
法Ｌ３０は、第１導光板５１１、第２導光板５２１と中保持部材５０４との間の隙間Ｓ２
０，Ｓ２１，Ｓ２２よりも大きい。
【０１９８】
　このようにすることで、第３位置決め用ボス５７３Ａ，５７３Ｂ，５４３Ａ，５４３Ｂ
と後保持部材５０５との間から第１導光板５１１や第２導光板５２１が抜けるのを防止し
つつ、第１導光板５１１や第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対応できる。
【０１９９】
　また、前保持部材５０３において第１導光板５１１と対向する位置に凹凸部５４９Ｌ，
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５４９Ｒが設けられ、第１導光板５１１を前保持部材５０３及び中保持部材５０４と後保
持部材５０５により保持した状態において、凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒにおける凸部５４
９Ａと第１導光板５１１との間に隙間Ｓ２２が設けられる（図８（Ｂ））。
【０２００】
　このようにすることで、第１導光板５１１の熱膨張に対し好適に対応できる（凹部に関
しては導光板との間に凸部との間に設けられる隙間よりも大きい隙間が生じる）。詳しく
は、前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５は、第１導光板５１１や第
２導光板５２１の周縁部を前面側と背面側とから挟み込むように保持する構造であるため
、凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒを設けることで、第１導光板５１１との接触面積を極力小さ
くする（部分的に接触させる）ことができる。よって、第１導光板５１１や第２導光板５
２１の熱膨張に対し好適に対応することができる。
【０２０１】
　また、本発明の実施例としてのパチンコ遊技機１にあっては、発光手段としての第１導
光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２と、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１
７、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光が端面から入射されることにより演出表示（発光表
示）を行うことが可能な第１導光板５１１、第２導光板５２１と、第１導光板５１１、第
２導光板５２１を前取付位置、後取付位置に保持するための保持体としての前保持部材５
０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５と、を備え、保持体は、第１導光板５１１、
第２導光板５２１を一面（前面）側と他面（背面）側とから挟み込むように前取付位置や
後取付位置に保持可能であり、第１導光板５１１、第２導光板５２１を保持した状態にお
いて該第１導光板５１１と対向する位置に凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒが設けられ、凹凸部
５４９Ｌ，５４９Ｒは、第１導光板５１１を前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保
持部材５０５により保持した状態において、第１導光板５１１に形成されたエジェクタピ
ン跡６５０と対向しない位置に配置されている。
【０２０２】
　このように、前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５は、第１導光板
５１１や第２導光板５２１の周縁部を前面側と背面側とから挟み込むように保持する構造
であるが、凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒを設けることで、第１導光板５１１との接触面積を
極力小さくする（部分的に接触させる）ことができる。また、第１導光板５１１や第２導
光板５２１の前面や背面に形成されたエジェクタピン跡６５０（凸部）は凹凸部５４９Ｌ
，５４９Ｒと対向しないことで、熱膨張により第１導光板５１１や第２導光板５２１が伸
び縮みしてエジェクタピン跡６５０が凹凸部５４９Ｌ，５４９Ｒに接触することを回避で
きるため、第１導光板５１１や第２導光板５２１の熱膨張に対し好適に対応できる。
【０２０３】
　また、第１導光板５１１を前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５に
より保持した状態において、第１導光板５１１と凸部５４９Ａとの間に隙間（例えば、隙
間Ｓ２２）が設けられる（図８（Ｂ））。
【０２０４】
　このように、第１導光板５１１や第２導光板５２１との間に隙間Ｓ２２（クリアランス
）を設けるようにことで、熱膨張に対し逃げがなくなって反りが生じてしまうことを好適
に回避することができるため、第１導光板５１１の熱膨張に対し好適に対応できる。
【０２０５】
　また、本発明の実施例としてのパチンコ遊技機１にあっては、発光手段としての第１導
光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２と、光が上端面５１１Ａ，５２１Ａ
、左端面５１１Ｂから入射されることにより演出表示（発光表示）を行うことが可能な第
１導光板５１１、第２導光板５２１と、前記発光手段から入射された光を第１導光板５１
１、第２導光板５２１に向けて出射する導光部材としての第１集光レンズ５１４，５１９
、第２集光レンズ５２４と、第１集光レンズ５１４，５１９、第２集光レンズ５２４が取
付けられる被取付部（例えば、前保持部材５０３の背面及び第１導光板ＬＥＤ基板５１３
の背面、第２導光板ＬＥＤ基板５２３の前面及び後保持部材５０５の前面、第１導光板Ｌ
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ＥＤ基板５１８Ｌの背面）と、を備え、第１集光レンズ５１４，５１９、第２集光レンズ
５２４には、被取付部に取付けられた状態において該被取付部に設けられた挿入部として
の位置決め孔５３０，５９４、位置決め孔５９５，５８０、位置決め孔５９５Ａに挿入可
能な集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂが突出して設けられている。
【０２０６】
　このようにすることで、集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂを位置決め孔５
３０，５９４、位置決め孔５９５，５８０、位置決め孔５９５Ａに挿入することで第１集
光レンズ５１４，５１９や第２集光レンズ５２４の取付位置が決定されるため、第１集光
レンズ５１４や第２集光レンズ５２４を好適に取付けることができる。
【０２０７】
　また、第１集光レンズ５１４，５１９と第２集光レンズ５２４の集光レンズ位置決め用
ボス５９３Ｆ，５９３Ｂは、それぞれ第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥ
Ｄ５２２が設けられた第１導光板ＬＥＤ基板５１３，５１８Ｌと第２導光板ＬＥＤ基板５
２３に設けられた位置決め孔５９４，５９５，５９５Ａに挿入されることで、第１導光板
ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２に対し正確に位置決めできるため、第１
導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光が好適に入射されるよう
にすることができる。
【０２０８】
　また、集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂは、光の出射面５９０Ａや入射面
５９１Ａに対し直交する面の表面に突出するように設けられていることで、内部に入射さ
れた光の反射に影響を与えにくいようになっている（図１４参照）。
【０２０９】
　このようにすることで、第１集光レンズ５１４や第２集光レンズ５２４を好適に取付け
ることができる。
【０２１０】
　また、保持体としての前保持部材５０３，中保持部材５０４，後保持部材５０５を備え
、前記保持体は、第１導光板５１１、第２導光板５２１を前保持部材５０３，中保持部材
５０４，後保持部材５０５により保持した状態において、第１集光レンズ５１４や第２集
光レンズ５２４の移動を規制する規制部としてのレンズ用フック５３１，５６４、凸条５
８１を有する。
【０２１１】
　このようにすることで、第１集光レンズ５１４や第２集光レンズ５２４を好適に取付け
ることができる。また、これらレンズ用フック５３１，５６４、凸条５８１により係止さ
れる押え片５９２Ａ，５９２Ｂは、第１集光レンズ５１４や第２集光レンズ５２４の左右
端部に形成されているため、導光に極力影響が及ばないように取付けることができる。
【０２１２】
　また、本実施例では、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２から
の光は第１集光レンズ５１４，５１９や第２集光レンズ５２４を介して第１導光板５１１
や第２導光板５２１に入射されるようになっており、第１集光レンズ５１４，５１９や第
２集光レンズ５２４と第１導光板５１１や第２導光板５２１とは同じ材質（例えば、アク
リル樹脂材など）により形成される形態を例示したが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、例えば、集光レンズを導光板とは異なる材質にて構成してもよい。具体的には、
導光板よりも熱により変形し難い材質にて構成することで、ＬＥＤからの光を好適に導光
板に導光することができる。また、材質を異ならせなくても、導光板よりも体積を小さく
したり、板厚を大きくすることにより変形し難いものとしてもよい。
【０２１３】
　また、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２と第１導光板５１１
や第２導光板５２１との間に第１集光レンズ５１４，５１９や第２集光レンズ５２４が介
在することで、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２からの熱が第
１導光板５１１や第２導光板５２１に伝達され難くなるので、熱膨張を抑制できる。
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【０２１４】
　また、位置決め用ボスが形成される保持体としての前保持部材５０３，中保持部材５０
４，後保持部材５０５については、導光板に比べて温度変化により変形し難い材質とする
ことが好ましいが、第１導光板５１１や第２導光板５２１と同じ材質にて構成するように
してもよい。このようにすることで、温度変化により導光板と保持体とが同様に伸び縮み
するので、熱膨張に好適に対応できる。
【０２１５】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【０２１６】
　例えば、前記実施例では、導光板装置５００は、複数枚（本実施例では２枚）の第１導
光板５１１と第２導光板５２１とを有する形態を例示したが、本発明はこれに限定される
ものではなく、導光板は１枚でもよいし、３枚以上有していてもよい。
【０２１７】
　また、前記実施例では、第１導光板５１１は前保持部材５０３及び中保持部材５０４と
後保持部材５０５により保持されている形態を例示したが、本発明はこれに限定されるも
のではなく、第１導光板５１１は中保持部材５０４と後保持部材５０５のみにより保持さ
れていてもよいし、前保持部材５０３と後保持部材５０５とにより保持されていてもよい
。
【０２１８】
　また、前記実施例では、第２導光板５２１は前保持部材５０３と中保持部材５０４とに
より保持される形態を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、前保持部材
５０３と後保持部材５０５とにより保持されていてもよい。
【０２１９】
　また、前記実施例では、第１導光板５１１と第２導光板５２１を一面側と他面側とから
挟持するように保持する保持体として、それぞれ別個の前保持部材５０３、中保持部材５
０４、後保持部材５０５からなる形態を例示したが、本発明はこれに限定されるものでは
なく、例えば、前保持部材５０３と中保持部材５０４とが予め一体に形成された断面視略
コ字形の保持体により第２導光板５２１を保持してもよいし、中保持部材５０４と後保持
部材５０５が予め一体に形成された断面視略コ字形の保持体により第１導光板５１１を保
持してもよい。
【０２２０】
　また、前記実施例では、保持体としての前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持
部材５０５は、第１導光板５１１と第２導光板５２１の周縁の一部（例えば、上辺部及び
左右端辺部）を前後から挟持するように保持する構造である形態を例示したが、本発明は
これに限定されるものではなく、第１導光板５１１や第２導光板５２１の全周縁を囲むよ
うに保持するようにしてもよい。
【０２２１】
　また、前記実施例では、保持体としての前保持部材５０３、中保持部材５０４、後保持
部材５０５に形成された複数の位置決め用ボスを第１導光板５１１や第２導光板５２１に
形成された複数の孔部に挿入することで、保持体に対する導光板の位置決めをする形態を
例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら位置決め用ボスと孔部とに
よる位置決めを行うことなく、導光板を保持体により保持するようにしてもよい。
【０２２２】
　また、前記実施例では、第１導光板５１１や第２導光板５２１を取付位置に位置決めす
るための複数の位置決め用ボスは、前保持部材５０３、中保持部材５０４及び後保持部材
５０５からなる保持体に形成されている形態を例示したが、本発明はこれに限定されるも
のではなく、導光板の被取付部となる部材や構造物（例えば、遊技盤２や演出用の可動体
など）の一部を保持体として、該保持体に位置決め用ボスを形成してもよい。
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【０２２３】
　また、前記実施例では、第１導光板５１１には第１挿入部として一の第１孔部６０１が
形成され、第２導光板５２１には一の第１孔部６１１が形成された形態を例示したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、第１導光板５１１や第２導光板５２１に複数の第
１挿入部を形成してもよい。
【０２２４】
　また、前記実施例では、第２導光板５２１に第３位置決め用ボスが挿入可能な第３挿入
部が形成されていない形態を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、第２
導光板５２１に第３位置決め用ボスが挿入可能な第３挿入部を形成してもよい。
【０２２５】
　また、上記各位置決め用ボスの突出長さ、直径、外形状、形成位置、形成数及びこれら
に対応する各孔部の大きさ、外形状、形成位置、形成数については、上記のように例示し
たものに限定されるものではなく、種々に変更可能である。
【０２２６】
　また、前記実施例では、第１導光板５１１に第３位置決め用ボスが挿入可能な第３挿入
部としての第３孔部６３３Ａ，６３３Ｂ，６４３Ａ，６４３Ｂが形成された形態を例示し
たが、本発明はこれに限定されるものではなく、第１導光板５１１に第３位置決め用ボス
が挿入可能な第３挿入部が形成されていなくてもよい。
【０２２７】
　また、前記実施例では、第１孔部と第２孔部とは、第１孔部と第２孔部とを結ぶ直線Ｌ
Ｎ２，ＬＮ４が上端面５１１Ａ，５２１Ａに対し平行または略平行をなすように設けられ
た形態を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、必ずしも直線ＬＮ２，Ｌ
Ｎ４が上端面５１１Ａ，５２１Ａに対し平行または略平行をなすように設けられていなく
てもよく、例えば、第２孔部６２２のように、少なくとも第２孔部６０２，６１２が光の
入射面である上端面５１１Ａ，５２１Ａに沿うように形成されていてもよいし、あるいは
、第１孔部を通過する直線に沿うように形成されていてもよい。
【０２２８】
　また、前記実施例では、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２か
らの光が第１集光レンズ５１４，５１９と第２集光レンズ５２４を透して第１導光板５１
１、第２導光板５２１に入射される形態を例示したが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２からの光が集光レン
ズを介すことなく直接第１導光板５１１や第２導光板５２１に入射されるようにしてもよ
い。
【０２２９】
　また、前記実施例では、第１集光レンズ５１４，５１９と第２集光レンズ５２４の集光
レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂは、光の出射面５９０Ａや入射面５９１Ａに対
し直交する面の表面に突出するように設けられる形態を例示したが、本発明はこれに限定
されるものではなく、導光に影響を及ぼし難い位置であれば例示した位置以外に形成され
ていてもよい。
【０２３０】
　また、前記実施例では、第１集光レンズ５１４と第２集光レンズ５２４については、前
後面に集光レンズ位置決め用ボス５９３Ｆ，５９３Ｂが突設されている形態を例示したが
、本発明はこれに限定されるものではなく、少なくとも一面に形成されていればよい。ま
た、一の集光レンズに複数形成されていなくてもよい。
【０２３１】
　また、前記実施例では、第１集光レンズ５１４と第２集光レンズ５２４は、複数の凸部
５９１が長手方向に複数連設される形状とされていたが、本発明はこれに限定されるもの
ではなく、集光レンズの形状は種々に変更可能であり、上記に例示した形態に限定される
ものではない。
【０２３２】
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　また、前記実施例では、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２は
フルカラーＬＥＤであり、第１導光板ＬＥＤ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２の
発光色を変化させることで発光演出における演出態様（発光色）を種々に変更可能な形態
を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、これら第１導光板ＬＥ
Ｄ５１２，５１７、第２導光板ＬＥＤ５２２を１色でのみ発光可能な単色ＬＥＤ（例えば
、白色ＬＥＤ）を適用し、単色ＬＥＤの光を所定色に着色した第１集光レンズ５１４，５
１９及び第２集光レンズ５２４を透過させ第１導光板５１１や第２導光板５２１に入射さ
せることで、第１集光レンズ５１４，５１９及び第２集光レンズ５２４に着色された色に
て発光演出を実行できるようにしてもよく、このようにした場合、高価なフルカラーＬＥ
Ｄを用いることなく、着色された第１集光レンズ５１４，５１９及び第２集光レンズ５２
４を用いることで種々の演出態様（発光色）で発光演出を行うことができる。
【０２３３】
　また、前記実施例では、導光板装置５００は、遊技盤２に形成された開口２ｃを被覆す
るように設けられている形態を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、導
光板装置５００を透過性を有する盤面板からなる遊技盤２の背面側に設け、遊技者側から
透明な盤面板を透して導光板による演出表示を視認可能としてもよい。また、透過性を有
する盤面板を反射部を有する導光板とし、該盤面板を利用して演出表示を実行可能として
もよいし、盤面板とその背面に設けた導光板装置双方による演出表示を実行可能としても
よい。さらに、導光板装置は、遊技盤２の前面側にセンター飾り枠５１などに任意の位置
に取付けられていてもよい。
【０２３４】
　また、前記実施例では、遊技機の一例としてパチンコ遊技機１を例示しているが、本発
明はこれに限定されるものではなく、例えば、予め定められた球数の遊技球が遊技機内部
に循環可能に内封され、遊技者による貸出要求に応じて貸し出された貸出球や、入賞に応
じて付与された賞球数が加算される一方、遊技に使用された遊技球数が減算されて記憶さ
れる、所謂、封入式遊技機にも本発明を適用可能である。尚、これら封入式遊技機におい
ては遊技球ではなく得点やポイントが遊技者に付与されるので、これら付与される得点や
ポイントが遊技価値に該当する。
【０２３５】
　また、前記実施例では、遊技機の一例としてパチンコ遊技機が適用されていたが、例え
ば遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の図柄を変動表示可能な変動表示装置に
変動表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該変動表示装置に導出された変
動表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンにも適用可能である。
【０２３６】
　また、前記実施例では、遊技媒体の一例として、球状の遊技球（パチンコ球）が適用さ
れていたが、球状の遊技媒体に限定されるものではなく、例えば、メダル等の非球状の遊
技媒体であってもよい。
【符号の説明】
【０２３７】
１　　　　パチンコ遊技機
２　　　　遊技盤
５００　　導光板装置
５０３　　前保持部材
５０４　　中保持部材
５０５　　後保持部材
５１１　　第１導光板
５１２，５１７　　第１導光板ＬＥＤ
５１４，５１９　　第１集光レンズ
５２１　　第２導光板
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５２２　　第２導光板ＬＥＤ
５２４　　第２集光レンズ
５４２　　第２位置決め用ボス
５４３Ａ　第３位置決め用ボス
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